
発
射
可
能
性
低
い
と
判
断

険
度
判
定
を
し
た
。
全
国
の

塀
の
所
有
者
向
け
に
点
検
の

ポ
イ
ン
ト
を
公
表
、
自
治
体

を
通
じ
て
安
全
確
認
を
要
請

し
た
。

　

派
遣
隊
は
応
急
危
険
度
判

定
士
の
資
格
を
持
つ
国
交
省

職
員
６
人
で
構
成
。
小
中
学

校
７
校
で
、
敷
地
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
亀
裂
や
傾
き
の

有
無
を
確
認
し
、
倒
壊
の
危

険
性
を
調
査
し
た
。
大
阪
府

も
公
立
学
校
の
通
学
路
に
あ

る
全
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
実

態
調
査
す
る
方
針
。

　

消
防
庁
や
各
自
治
体
に
よ

る
と
、
２
１
日
現
在
、
地

震
に
よ
る
住
宅
被
害
は
大

阪
府
で
半
壊
２
９
棟
を
含

む
１
９
４
０
棟
、
京
都
府

４
０
７
棟
、
奈
良
県
３
棟
、

兵
庫
県
２
棟
の
計
２
３
５
２

棟
。死
者
は
大
阪
府
で
５
人
。

負
傷
者
は
７
府
県
で
３
９
９

人
で
、
大
阪
府
が
地
震
と
は

関
係
な
い
人
も
集
計
し
て
い

　
【
共
同
】
政
府
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
想
定
し
２
０
１
８
年
度
に

各
地
で
予
定
し
て
い
た
住
民
避
難
訓
練
を
中
止
す
る
方
針
を
固
め
た
。
関
係
者
に

よ
る
と
、
栃
木
、
香
川
両
県
な
ど
９
県
の
自
治
体
で
年
度
内
に
計
画
さ
れ
て
い
た
。

総
務
省
が
近
く
正
式
通
知
す
る
。
一
部
の
県
に
は
既
に
連
絡
し
て
い
る
。
米
朝
首

脳
会
談
が
１
２
日
に
開
か
れ
る
な
ど
対
話
ム
ー
ド
が
広
が
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た
。
政
府
関
係

者
が
２
１
日
明
ら
か
に
し
た
。

政
府
、
北
朝
鮮
対
話
に
配
慮

は
、
市
立
小
中
学
校
全
５
９

校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
緊
急
点

検
し
、
う
ち
５
３
校
で
建
築

基
準
法
に
違
反
す
る
疑
い
が

あ
る
と
発
表
、
同
府
茨
木
市

も
同
様
に
全
４
６
校
の
う
ち

３
６
校
で
違
反
が
あ
る
と
み

て
確
認
を
進
め
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
同
日
、
高

槻
市
の
小
中
学
校
に
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ

―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
を
出
動
さ

せ
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
応
急
危

　
【
共
同
】
大
阪
府
北
部

で
起
き
た
震
度
６
弱
の
地

震
で
、
京
都
、
大
阪
、
兵

庫
、
奈
良
の
近
畿
４
府
県
で

確
認
さ
れ
た
住
宅
被
害
は

２
３
５
２
棟
に
上
っ
た
こ
と

が
２
１
日
、
総
務
省
消
防
庁

や
各
自
治
体
の
ま
と
め
で
分

か
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
と

な
り
死
亡
し
た
小
学
４
年
の

三
宅
璃
奈
さ
ん
（
９
）
が
通

い
、
事
故
後
に
休
校
し
て
い

た
大
阪
府
高
槻
市
立
寿
栄
小

学
校
で
は
同
日
、
授
業
を

再
開
し
た
。
同
府
豊
中
市

大
阪
地
震
、
違
反
疑
い
の
塀
も

ミサイル避難訓練中止へ死
亡
女
児
の
学
校
、
授
業
再
開

住
宅
被
害
、
２
３
５
２
棟
確
認

米
、
日
本
製
の
一
部
鉄
鋼
除
外

輸
入
制
限
で
初
、
中
国
も

パ
ナ
マ
新
文
書
１
２
０
万
通

日
本
人
の
個
人
情
報
流
用
判
明

ト
ヨ
タ
系
、
顧
問
を
大
幅
削
減

デ
ン
ソ
ー
や
ア
イ
シ
ン
、
豊
通

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
栗

原
和
大
】
米
商
務
省
は
２
０

日
、
鉄
鋼
の
輸
入
制
限
で
日

本
や
中
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
５

カ
国
か
ら
輸
入
す
る
一
部
の

製
品
を
適
用
除
外
に
す
る
と

発
表
し
た
。
３
月
に
発
動
し

ら
の
名
前
も
あ
っ
た
。

　

新
た
な
資
料
は
、
租
税
回

避
地
で
の
法
人
設
立
を
代
行

し
て
き
た
法
律
事
務
所
「
モ

サ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
セ
カ
」
の

内
部
書
類
で
２
０
１
６
〜

１
７
年
の
メ
ー
ル
な
ど
。
最

初
の
パ
ナ
マ
文
書
報
道
が

１
６
年
に
あ
っ
た
後
、
事
務

所
が
混
乱
し
た
状
況
も
示
さ

れ
て
い
た
。

　

日
本
人
被
害
を
巡
っ
て

は
、
日
本
語
の
出
会
い
系
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
英
領
ア
ン

ギ
ラ
の
法
人
に
、
少
な
く
と

　
【
共
同
】
ト
ヨ
タ
自
動
車

グ
ル
ー
プ
の
デ
ン
ソ
ー
や
ア

イ
シ
ン
精
機
、
豊
田
通
商
が

役
員
経
験
者
の
就
任
す
る
顧

問
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が

２
１
日
、
分
か
っ
た
。
ト
ヨ

タ
は
相
談
役
や
顧
問
の
大
幅

削
減
を
既
に
決
め
て
お
り
、

Ｏ
Ｂ
の
処
遇
見
直
し
が
広

が
っ
て
い
る
。
相
談
役
や
顧

問
は
権
限
や
報
酬
が
あ
い
ま

い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
経

営
の
透
明
性
を
高
め
る
。

　

デ
ン
ソ
ー
は
相
談
役
１

人
、
顧
問
９
人
の
現
体
制
か

ら
７
月
以
降
、
相
談
役
１
人

　

た
だ
北
朝
鮮
情
勢
が
再
び

緊
張
状
態
に
転
換
す
れ
ば
、

政
府
と
し
て
再
開
へ
向
け
て

検
討
す
る
と
の
立
場
だ
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
１
３

日
の
記
者
会
見
で
、
米
朝
首

脳
会
談
を
巡
り
「
日
本
に
い

つ
ミ
サ
イ
ル
が
向
か
っ
て
く

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
安

全
保
障
上
の
厳
し
い
状
況
は

緩
和
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
に
対
す
る

弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
強
化

策
と
な
る
地
上
配
備
型
迎
撃

シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
」
の
導
入
方
針
は
変

更
し
な
い
。
安
倍
晋
三
首
相

は
１
８
日
の
参
院
決
算
委
員

会
で
「
わ
が
国
を
射
程
に
収

め
る
数
百
発
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
が
存
在
し
て
い
る
事
実
か

　

９
県
は
ほ
か
に
、
宮
城
、

新
潟
、
富
山
、
石
川
、
奈
良
、

徳
島
、熊
本
の
各
県
。
群
馬
、

福
岡
両
県
で
は
既
に
実
施
し

た
。

　

訓
練
で
は
、
政
府
や
地
元

自
治
体
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
が
連
携
し
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
や
防
災
行
政
無
線
で
の

通
知
を
受
け
、
住
民
が
公
共

施
設
に
避
難
す
る
と
い
っ
た

内
容
。
関
係
者
は
「
８
月

に
予
定
し
て
い
た
米
韓
合
同

指
揮
所
演
習
が
中
止
さ
れ
る

な
ど
世
界
的
な
情
勢
を
考
慮

し
た
」
と
述
べ
た
。
政
府
が

日
本
人
拉
致
問
題
で
北
朝
鮮

と
の
交
渉
を
求
め
て
い
る
現

状
も
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

東
海
第
２
、
審
査
合
格
の
公
算

設
備
の
安
全
性
問
題
な
し

も
３
人
が
無
断
で
代
表
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
渡
航
先
の
タ

イ
で
旅
券
情
報
が
流
出
し
悪

用
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
。

　

メ
ッ
シ
選
手
が
１
６
年
の

パ
ナ
マ
文
書
報
道
で
関
係
を

指
摘
さ
れ
た
回
避
地
法
人
に

関
し
、同
選
手
側
は
当
時「
全

く
活
動
し
て
い
な
い
」
と
説

明
し
た
の
に
、
新
資
料
の
事

務
所
内
メ
ー
ル
は
「（
同
選

手
は
）
利
用
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
説
明
に
疑
問
を
投
げ

掛
け
る
内
容
と
な
っ
た
。
同

選
手
は
１
６
年
、
別
の
脱
税

で
ス
ペ
イ
ン
の
裁
判
所
か
ら

有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
。

　

モ
サ
ッ
ク
事
務
所
は
マ
ク

リ
大
統
領
の
家
族
が
管
理
す

る
法
人
に
つ
い
て
１
６
年
の

パ
ナ
マ
文
書
報
道
ま
で
把
握

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
落
ち
度

を
隠
そ
う
と
文
書
改
ざ
ん
を

計
画
し
た
こ
と
も
判
明
。
マ

ク
リ
氏
は
バ
ハ
マ
の
法
人
役

員
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
パ

ナ
マ
文
書
で
判
明
し
て
い

た
。

　

資
金
流
用
疑
惑
で
捜
査
さ

れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ

前
首
相
の
兄
弟
は
英
領
バ
ー

ジ
ン
諸
島
の
会
社
を
通
じ
米

国
に
資
産
を
持
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
資
料
も
パ
ナ
マ
文

書
同
様
、
南
ド
イ
ツ
新
聞
に

匿
名
情
報
源
が
提
供
し
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｊ
が
共
有
。
当
初
の
パ
ナ

マ
文
書
は
１
１
５
０
万
通
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
１
６
年
４

月
に
報
道
を
開
始
し
た
。

　

モ
サ
ッ
ク
事
務
所
は
今
年

３
月
閉
鎖
。
設
立
者
の
モ

サ
ッ
ク
氏
と
フ
ォ
ン
セ
カ
氏

は
今
月
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
「
不

法
行
為
に
は
関
与
し
て
い
な

い
」
と
説
明
し
た
。

の
み
と
し
て
顧
問
は
ゼ
ロ
に

す
る
。
ア
イ
シ
ン
に
は
相
談

役
１
人
、
顧
問
は
１
６
人
い

た
が
、
１
９
日
の
株
主
総
会

後
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
と

し
た
。

　

豊
田
通
商
も
相
談
役
１

人
、
顧
問
１
２
人
か
ら
２
１

　
【
共
同
】
日
本
原
子
力
発

電
が
再
稼
働
と
最
長
２
０
年

の
運
転
延
長
を
目
指
す
東
海

第
２
原
発（
茨
城
県
東
海
村
）

が
２
１
日
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
再
稼
働
に
関
す
る
審

査
で
、
近
く
合
格
と
な
る
公

算
が
大
き
く
な
っ
た
。
同
時

並
行
で
進
む
三
つ
の
審
査
の

う
ち
、
規
制
委
が
再
稼
働
審

査
で
合
格
の
判
断
を
す
る

条
件
と
し
て
い
た
設
備
の
詳

細
設
計
を
ま
と
め
た
工
事
計

画
の
審
査
で
、
認
可
を
得
ら

れ
る
見
通
し
が
付
い
た
と
み

ら
れ
る
。
こ
の
日
で
設
備
の

を
得
な
い
製
品
が
対
象
で
、

除
外
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

ロ
ス
商
務
長
官
は
声
明

で
「
消
費
者
に
近
い
産
業
の

需
要
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
決
定
を
し
た
」
と

説
明
。
輸
入
制
限
に
よ
る
米

国
民
へ
の
影
響
を
抑
え
る
こ

と
で
、
１
１
月
の
中
間
選
挙

で
与
党
共
和
党
が
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

適
用
除
外
の
狙
い
と
み
ら
れ

る
。

　

適
用
除
外
の
他
の
２
カ
国

の
製
品
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

ベ
ル
ギ
ー
の
鉄
鋼
。
除
外

と
な
る
５
カ
国
の
製
品
は
米

国
内
の
７
社
が
輸
入
し
て
い

る
。
う
ち
１
社
は
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
や
ベ
ア
リ
ン
グ
（
軸

受
け
）
の
製
造
を
手
掛
け
る

不
二
越
の
米
国
法
人
（
中
西

部
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
）。
一

方
、
１
１
社
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
５
６
件
の
除
外
申
請
は
認

め
な
い
方
針
だ
。

　

ロ
ス
氏
に
よ
る
と
鉄
鋼
と

ア
ル
ミ
で
計
２
万
件
以
上
の

除
外
申
請
が
あ
り
、
商
務
省

は
適
用
除
外
製
品
の
審
査
を

続
け
る
と
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
安
全
保

障
上
の
脅
威
を
理
由
に
鉄

大阪府高槻市の小学校で、ブロック塀の応急危険度判定をする国交省の職
員＝２１日午後（共同）

性
能
確
認
の
実
験
が
全
て
終

わ
り
、
規
制
委
は
実
験
結
果

に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
し

た
。

　

た
だ
、
運
転
期
限
の
１
１

月
ま
で
に
延
長
運
転
の
審
査

も
含
め
三
つ
の
審
査
を
ク
リ

ア
し
て
も
、
実
際
の
再
稼
働

は
、
事
前
の
地
元
同
意
が
必

要
で
見
通
せ
な
い
。
原
電
は

全
国
で
初
め
て
、
こ
の
同
意

手
続
き
の
対
象
を
、
立
地
自

治
体
だ
け
で
な
く
周
辺
５
市

に
も
拡
大
す
る
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
１
自
治
体
で
も

反
対
す
れ
ば
再
稼
働
は
で
き

な
い
。
各
地
の
原
発
の
再
稼

働
に
慎
重
な
周
辺
自
治
体
に

も
こ
う
し
た
権
限
拡
大
を
求

め
る
動
き
が
あ
り
、
東
海
第

２
を
巡
る
同
意
判
断
の
行
方

に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

　

審
査
に
合
格
す
れ
ば
、
事

故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
と
同
じ
沸
騰
水

型
炉
で
は
、
東
電
柏
崎
刈
羽

６
、７
号
機
（
新
潟
県
）
に

続
き
２
例
目
と
な
る
。

　

２
１
日
は
、
原
子
炉
建
屋

壁
面
に
開
け
た
穴
に
取
り
付

け
た
開
閉
式
の
板
「
ブ
ロ
ー

ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
」
を
閉
じ
る

設
備
（
縦
６
メ
ー
ト
ル
、
横

１
１
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て

耐
震
実
験
を
兵
庫
県
内
で
実

施
。
工
事
計
画
の
審
査
で
は

原
電
の
対
応
が
遅
れ
て
い
た

が
、
必
要
な
実
験
の
う
ち
、

こ
の
設
備
の
性
能
確
認
が
最

終
項
目
だ
っ
た
。

　

完
全
に
は
密
閉
で
き
ず
、

開
閉
操
作
用
の
チ
ェ
ー
ン
が

破
損
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
が
、
立
ち
会
っ
た
規
制
委

の
山
中
伸
介
委
員
は
、
基
本

設
計
に
問
題
は
な
い
と
の
認

識
を
示
し
「
工
事
計
画
で

も
大
き
な
山
の
一
つ
を
越
え

た
」
と
言
及
。
今
後
、
こ
の

設
備
の
改
善
策
や
、
別
の
設

備
の
性
能
デ
ー
タ
も
審
査

で
確
認
し
、
再
稼
働
を
認
め

る
か
を
最
終
判
断
す
る
と
い

う
。

　

東
海
第
２
を
巡
っ
て
は
更

田
豊
志
委
員
長
も
２
０
日
の

記
者
会
見
で
「（
審
査
の
）

終
了
に
お
お
よ
そ
の
見
通
し

を
持
て
た
」と
述
べ
て
い
た
。

　

東
海
第
２
は
、
事
故
時
に

備
え
て
策
定
が
必
要
な
住
民

避
難
計
画
の
対
象
の
半
径

３
０
キ
ロ
圏
に
、
全
国
の
原

発
で
最
多
の
約
９
６
万
人
が

居
住
す
る
。

鋼
に
２
５
％
、
ア
ル
ミ
に

１
０
％
の
追
加
関
税
を
課
す

輸
入
制
限
を
発
動
し
た
。
日

本
や
中
国
な
ど
幅
広
い
国
を

対
象
と
し
、
６
月
か
ら
は
暫

定
的
に
適
用
外
と
し
て
い
た

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
も
対
象
に
含

め
た
。

　

商
務
省
は
米
国
内
で
の
生

産
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
条

件
に
、
米
企
業
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
製
品
ご
と
に
適
用

除
外
に
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
と
し
て
い
た
。
菅
義

偉
官
房
長
官
は
２
１
日
の
記

者
会
見
で
「
適
用
除
外
を
引

き
続
き
粘
り
強
く
求
め
て
い

く
」
と
述
べ
、
対
象
拡
大
を

働
き
掛
け
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。

　

日
本
の
鉄
鋼
大
手
は
「
適

用
除
外
の
具
体
的
な
製
品
を

把
握
し
て
お
ら
ず
、
情
報
を

収
集
中
だ
」（
広
報
担
当
者
）

と
し
て
い
る
。

　
【
共
同
＝
平
野
雄
吾
】タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回
避

地
）
の
内
部
書
類
「
パ
ナ
マ

文
書
」
の
新
た
な
資
料
を
共

同
通
信
も
参
加
す
る
国
際
調

査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
連

合
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
）
が
２
０

日
ま
で
に
入
手
し
た
。
２
年

前
と
同
じ
中
米
パ
ナ
マ
の
法

律
事
務
所
か
ら
流
出
し
た
文

書
１
２
０
万
通
で
、
日
本
人

の
個
人
情
報
流
用
被
害
が
新

た
に
判
明
。
サ
ッ
カ
ー
の
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
メ
ッ
シ
選

手
、
同
国
の
マ
ク
リ
大
統
領

　
【
共
同
】
世
界
自
然
遺
産

の
北
海
道
・
知
床
の
沖
合

で
、
シ
ャ
チ
が
海
面
に
姿
を

現
し
、
迫
力
あ
る
体
格
と
愛

嬌
の
あ
る
動
き
で
観
光
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

２
１
日
午
前
は
、
羅
臼
町

の
沖
合
約
９
キ
ロ
で
シ
ャ
チ

３
頭
が
観
光
船
「
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
」に
近
づ
い
て
き
た
。

警
戒
す
る
様
子
も
な
く
、
船

の
周
囲
で
海
面
か
ら
顔
を
出

し
た
り
、
潮
を
吹
い
た
り
し

て
い
た
。
小
さ
く
ジ
ャ
ン
プ

北海道・知床の沖合で、海面に姿を現し観光船に近
づくシャチ。迫力ある体格と愛嬌のある動きで観光
客を楽しませている＝２１日（共同）

た
と
し
て
２
０
日
よ
り
減
っ

た
。
府
内
の
避
難
者
は
約
千

人
。

　

１
８
日
の
地
震
で
は
寿
栄

小
の
プ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
道
路
側
に
倒
壊
し
、
登
校

中
の
三
宅
さ
ん
が
巻
き
込
ま

れ
た
。
建
築
基
準
法
が
定
め

る
高
さ
を
超
え
、
府
警
が
業

務
上
過
失
致
死
の
疑
い
で
捜

査
し
て
い
る
。

　

高
槻
市
内
の
小
学
校
は

２
０
日
に
大
半
が
再
開
し
た

が
、
寿
栄
小
で
は
府
警
の
現

場
検
証
な
ど
で
１
日
遅
れ

た
。
児
童
は
午
前
８
時
ご
ろ

か
ら
登
校
。
浜
田
剛
史
市
長

は
校
門
前
で
献
花
し
「
被
害

児
童
の
方
に
申
し
訳
な
い
」

と
改
め
て
謝
罪
し
た
。
同
小

は
夕
方
か
ら
保
護
者
説
明
会

を
開
き
、
田
中
良
美
校
長
も

「
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず

痛
恨
の
極
み
だ
」
と
謝
罪
し

た
。

　

地
震
の
影
響
で
高
槻

市
や
茨
木
市
な
ど
の
約

１
０
万
６
千
戸
で
ガ
ス
の
供

給
停
止
が
続
き
、
大
阪
ガ
ス

は
２
５
日
の
全
面
復
旧
に
向

け
作
業
し
て
い
る
。

た
鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

輸
入
制
限
で
製
品
の
適
用
除

外
を
決
め
た
の
は
初
め
て
。

米
企
業
か
ら
受
け
付
け
た
適

用
除
外
申
請
の
う
ち
、
第
１

弾
と
し
て
４
２
件
を
認
め

た
。
外
国
製
品
に
頼
ら
ざ
る

日
の
総
会
後
に
両
役
職
と
も

１
人
ず
つ
に
減
ら
し
た
。
総

会
で
は
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
の

観
点
か
ら
、
社
外
で
役
割
を

持
つ
人
の
み
が
就
任
す
る
よ

う
に
し
た
」
と
説
明
し
た
。

財
界
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る

小
沢
哲
前
会
長
が
相
談
役
、

横
井
靖
彦
元
副
社
長
が
顧
問

を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
。

　

ト
ヨ
タ
は
７
月
か
ら
、

６
１
人
い
る
名
誉
会
長
と
相

談
役
、
顧
問
を
９
人
に
す
る

と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

す
る
と
、
船
上
で
「
お
お
」

と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

東
京
都
品
川
区
の
主
婦
中

川
洋
子
さ
ん
（
６
０
）
は

「
近
く
で
見
る
と
体
が
大
き

い
。
満
喫
で
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
の
長
谷
川
正
人
船
長

ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
し
た
。

（
５
６
）
に
よ
る
と
、
シ
ャ

チ
に
遭
遇
し
や
す
い
の
は
例
年
４
月
か
ら
７
月
上
旬
と
い

う
。

知
床
沖
、
シ
ャ

チ
に
歓
声

観
光
船
か
ら
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
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農
産
物
の
流
通
は
半
分
の
み

Ｐ
の
際
、
警
察
は
検
察
の
承

諾
を
得
る
必
要
は
な
い
」
に

は
８
人
が
賛
成
し
た
。

　

Ｄ
Ｐ
成
立
を
最
終
的
に
承

認
す
る
の
は
事
件
担
当
の
裁

判
官
で
、
Ｄ
Ｐ
を
巡
る
見
解

が
警
察
と
検
察
で
食
い
違
う

場
合
も
、
裁
判
官
は
警
察
側

の
Ｄ
Ｐ
を
承
認
で
き
る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｆ
で
の
同
件
審
理
の

報
告
官
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ

リ
オ
判
事
は
、「
検
察
の
権

限
を
侵
犯
し
な
い
限
り
、
警

察
も
独
自
に
被
疑
者
と
Ｄ
Ｐ

を
結
ぶ
事
が
出
来
る
。
検
察

の
承
諾
も
必
要
な
い
」
と
主

張
し
て
お
り
、
カ
ル
メ
ン
・

ル
シ
ア
長
官
を
含
む
７
判
事

が
賛
成
し
た
。「
検
察
の
権

限
を
侵
犯
し
な
い
」と
は
、「
不

起
訴
に
す
る
」
と
被
疑
者
に

約
束
し
た
り
し
な
い
こ
と
だ
。

　

５
月
２
１
日
に
始
ま
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ス
ト
収
拾
策
と
し
て
の
運
送
料

金
表
問
題
が
未
だ
に
く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
農
産
物
を
中
心
に
流
通
が
滞
っ
て
い
る
。

料
金
表
の
作
成
は
カ
ル
テ
ル
と
見
る
声
も
あ
り
、
合
憲
性
や
合
理
性
、
他
の
業
界

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
考
え
る
た
め
の
公
聴
会
も
行
わ
れ
た
が
、
合
意
は
成
立
せ

ず
、
解
決
は
長
引
き
そ
う
だ
。

日
に
行
わ
れ
る
公
聴
会
後
に

出
さ
れ
る
事
に
な
る
。

　

最
低
料
金
表
は
料
金
の
自

由
交
渉
を
妨
げ
る
と
い
っ
た

声
は
様
々
な
業
界
か
ら
出
て

お
り
、
経
済
防
衛
行
政
審
議

会
も
１
８
日
に
「
料
金
表
は

カ
ル
テ
ル
に
当
た
る
」
と
の

見
解
を
最
高
裁
に
示
し
た
。

だ
が
、
国
家
総
弁
護
庁
は
同

じ
日
に
こ
の
見
解
を
否
定
す

る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

２
０
日
は
下
院
で
運
送
会

社
へ
の
減
免
税
を
含
む
複
数

の
恩
典
を
盛
り
込
ん
だ
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
承
認
さ
れ
、

上
院
に
回
さ
れ
た
。
同
案
は

運
送
業
者
を
喜
ば
せ
る
が
、

歳
入
減
少
も
招
く
た
め
、
政

府
に
は
頭
痛
の
種
だ
。
原
案

に
は
ス
ト
中
に
課
さ
れ
た
罰

金
免
除
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
が
、
削
除
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ス
ト

と
そ
の
収
拾
策
と
し
て
の
料

金
表
が
本
格
的
に
機
能
し

て
い
な
い
事
で
、
最
も
影
響

を
受
け
て
い
る
の
は
農
業
界

だ
。
農
産
物
価
格
の
７
５
％

近
く
は
輸
送
経
費
が
占
め
て

　

２
２
日
は
朝
９
時
か
ら
伯

国
代
表
（
セ
レ
ソ
ン
）
の
試

合
が
行
わ
れ
る
た
め
、
対
応

が
試
合
後
か
ら
に
な
る
機
関

が
多
く
、
注
意
が
必
要
だ
。

聖
市
で
は
、
特
別
診
療
科
の

救
急
診
療
所
（
Ａ
Ｍ
Ａ
）
や

保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）、
オ
ー

ラ
・
セ
ル
タ
、
特
別
救
急
外

い
る
た
め
で
、
輸
送
経
費
値

上
が
り
と
料
金
表
改
定
の
動

き
に
よ
り
、
収
穫
し
た
が
輸

送
出
来
ず
、
売
買
交
渉
も
不

能
な
状
態
に
置
か
れ
た
大
豆

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
生
産
量

の
半
分
に
及
び
、
損
失
額
は

５
億
レ
ア
ル
／
日
に
上
る
。

５
月
末
に
料
金
表
が
出
て
以

来
の
２
０
日
間
の
損
失
額
は

１
０
０
億
レ
に
達
し
た
。

　

港
に
送
ら
れ
る
米
の
半
分

は
生
産
地
で
止
ま
り
、
収
穫

後
の
カ
フ
ェ
も
加
工
業
者
に

持
ち
込
め
な
い
。
倉
庫
が
足

り
ず
、
収
穫
を
停
止
し
た
作

物
も
あ
る
し
、
商
品
の
生
産

や
輸
送
が
遅
れ
れ
ば
、
港
に

停
泊
中
の
貨
物
船
の
経
費
や

倉
庫
代
も
か
さ
み
、
商
品
価

格
引
き
上
げ
に
繋
が
る
。

最
高
裁
の
調
停
も
難
航

捜
査
の
結
果
、
裁
判
所
に
起

訴
す
る
か
否
か
の
判
断
な
ど

は
、
検
察
の
み
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

他
の
２
判
事
は
「
警
察
は

Ｄ
Ｐ
を
結
べ
る
が
、
検
察
の

承
諾
は
必
要
」
と
判
断
し
、

エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
だ

け
が
「
警
察
が
独
自
に
Ｄ
Ｐ

を
行
う
権
利
は
な
い
。
Ｄ
Ｐ

は
検
察
だ
け
が
行
え
る
」
と

判
断
し
た
。
フ
ァ
キ
ン
判
事

は
Ｌ
Ｊ
作
戦
関
連
裁
判
の
担

当
判
事
だ
。

　

実
は
、「
被
疑
者
と
警
察

と
の
間
の
Ｄ
Ｐ
」
は
既
に
３

件
結
ば
れ
て
い
る
。
ル
ー
ラ

元
大
統
領
の
選
挙
参
謀
だ
っ

た
ド
ゥ
ダ
・
メ
ン
ド
ン
サ
被

告
と
、
メ
ン
サ
ロ
ン
疑
惑
の
マ

提
出
す
る
形
で
、
捜
査
に
協

力
し
、
引
き
換
え
に
刑
の
減

免
を
受
け
る
も
の
だ
。
政
界

大
型
汚
職
捜
査
の
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
は

Ｄ
Ｐ
に
よ
り
、
進
展
を
見
せ

て
き
た
捜
査
の
一つ
だ
。

　
「
警
察
に
被
疑
者
と
Ｄ
Ｐ

を
行
う
権
利
を
認
め
る
」
に

は
Ｓ
Ｔ
Ｆ
全
判
事
１
１
人
の

内
１
０
人
が
賛
成
し
、「
Ｄ

　

連
邦
最
高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）

大
法
廷
は
２
０
日
、
従
来
は

連
邦
検
察
庁
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
）
だ

け
に
限
ら
れ
て
い
た
報
奨
付

供
述
（
デ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ

ア
ー
ダ
、
以
下
「
Ｄ
Ｐ
」）

を
被
疑
者
と
の
間
で
行
う
権

利
を
、
連
邦
警
察
や
各
州
市

警
に
も
認
め
る
決
定
を
下
し

た
と
、
２
１
日
付
伯
字
各
紙

が
報
じ
た
。

　

Ｄ
Ｐ
は
〃
司
法
取
引
〃
と

も
呼
ば
れ
、
嫌
疑
を
認
め
た

被
疑
者
が
、
自
分
が
知
っ
て

い
る
事
実
を
述
べ
、
証
拠
も

判
事
投
票
１
０
対
１
の
大
差

州
知
事
の
法
的
特
権
を
制
限

パ
ロ
ッ
シ
供
述
の
承
認
な
る
か
？

ル
コ
ス
・
ヴ
ァ
レ
ー
リ
オ
被
告

の
Ｄ
Ｐ
は
Ｓ
Ｔ
Ｆ
の
承
認
待

ち
で
、
Ｐ
Ｔ
政
権
で
財
相
や

官
房
長
官
を
歴
任
し
た
ア
ン

ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ
シ
被
告
の
Ｄ

Ｐ
は
、
第
４
地
域
裁
の
承
認

待
ち
だ
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｆ
の
決
定
に
対
し
、

連
邦
直
轄
区
検
察
局
の
ヴ
ラ

ジ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
ス
検
事
は
、

「
Ｄ
Ｐ
を
行
お
う
と
す
る
容

疑
者
や
被
告
が
、
検
察
と
警

察
に
二
股
を
か
け
て
条
件
交

渉
し
、
自
分
に
有
利
な
方
と

Ｄ
Ｐ
合
意
を
結
び
か
ね
な
い
。

犯
罪
者
を
利
す
る
決
定
」
と

批
判
し
て
い
る
。

　
一
方
、全
国
連
警
警
部
協
会

（
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｆ
）
の
エ
ジ
ヴ
ァ
ン

ジ
ー
ル
・
デ
・
パ
イ
ヴ
ァ
会
長

は
、「
最
も
重
要
な
捜
査
手
法

の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｐ
を
行
う
権

利
を
警
察
に
与
え
な
い
の
は
、

理
屈
が
通
ら
な
い
」
と
Ｓ
Ｔ

Ｆ
の
判
決
を
支
持
し
て
い
る
。

も
同
意
し
た
。

　

運
転
手
側
も
、
５
月
３
０

日
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
料

金
表
で
は
、
聖
州
内
の
米
の

運
送
料
金
が
１
１
３
％
増
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
い
く
つ

か
の
点
で
、
急
激
な
値
上
が

り
が
起
き
た
事
を
認
め
、
料

金
表
の
一
部
の
見
直
し
に
応

じ
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
料
金

表
の
見
直
し
作
業
は
既
に
始

ま
っ
た
が
、
運
転
手
側
は
、

「
最
低
料
金
を
ベ
ー
ス
と
し

た
料
金
交
渉
を
」
と
い
う
基

本
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

　

フ
ク
ス
判
事
は
、
２
８
日

ま
で
に
新
た
な
料
金
表
の
た

た
き
台
を
提
示
す
る
事
を
求

め
、
交
渉
が
再
度
決
裂
し
た

場
合
に
は
、
料
金
表
の
合
憲

性
も
含
め
た
種
々
の
訴
訟
を

再
度
取
り
上
げ
る
意
向
を
示

し
た
。
料
金
表
の
合
憲
性
に

関
す
る
結
論
は
、
８
月
２
７

被疑者と警察とのデラソンに唯一反対したファキン判事
（Nelson Jr./SCO/STF/Fotos Publicas）

伯国の輸出のけん引役の大豆も、大半が積み込みまで
行かずに止まっている（参考映像：Ivan Bueno/ APPA）

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
頭
痛
の
種

連邦高等裁

　

１
２
日
現
在
、
停
泊
中
の

貨
物
船
は
６
０
隻
あ
り
、
農

産
物
な
ど
の
輸
出
停
滞
に
加

え
、
契
約
不
履
行
で
生
じ
る

信
頼
度
低
下
と
い
っ
た
影
響

は
相
当
期
間
続
く
だ
ろ
う
。

来
が
午
後
１
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
対
応
と
な
り
、
通

常
外
来
の
Ａ
Ｍ
Ａ
、
Ａ
Ｍ
Ａ

／
Ｕ
Ｂ
Ｓ
統
合
医
療
施
設
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
対
応
す
る
。
銀
行
は
午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で
。
州
交

通
局
（
デ
ト
ラ
ン
）
と
ポ
ウ

パ
テ
ン
ポ
は
午
後
２
時
よ
り

の
対
応
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
も
午
前
１
１
時
半

か
ら
の
開
店
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

ロ
シ
ア
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
だ
が
、

ハ
メ
を
外
し
た
伯
人
フ
ァ
ン

が
、
現
地
で
は
ポ
語
が
通
じ

な
い
こ
と
を
よ
い
事
に
、
卑

猥
な
言
葉
を
叫
ん
だ
り
、
ロ

シ
ア
人
女
性
に
卑
猥
な
言

葉
を
言
わ
せ
た
り
す
る
事
件

が
、
開
幕
以
来
、
少
な
く
と

も
３
件
も
発
生
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
映
像
流
出
で
職
を

失
っ
た
人
も
い
る
し
、
地
元

警
察
に
捜
査
、
法
的
手
続
き

に
入
る
よ
う
、
正
式
に
告
発

さ
れ
た
人
も
い
る
。
ど
こ
の

国
、
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
場

で
あ
れ
、
女
性
へ
の
敬
意
を

欠
い
た
行
為
、
言
動
は
言
語

道
断
。
猛
省
を
求
め
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

リ
オ
州
テ
レ
ゾ
ポ
リ
ス
で

１
９
日
、
ア
パ
ー
ト
に
住
む

男
性
が
、
勤
務
中
の
門
番
の

背
後
に
ガ
ソ
リ
ン
を
持
っ
て

近
付
き
、
燃
料
を
浴
び
せ
て

放
火
す
る
事
件
が
起
き
た
。

火
を
つ
け
た
時
の
様
子
や
、

門
番
が
慌
て
て
走
り
出
し
た

後
に
男
が
悠
々
と
詰
め
所
を

出
る
様
子
は
防
犯
カ
メ
ラ
に

残
っ
て
お
り
、
衝
撃
を
与
え

た
。
詰
め
所
の
中
は
燃
え
、

門
番
は
体
表
面
積
の
６
割
の

大
火
傷
を
負
っ
た
。
門
番
が

逃
げ
込
ん
だ
の
は
母
親
の
家

で
、
母
親
は
火
を
消
そ
う
と

し
て
息
子
に
抱
き
つ
い
た
と

い
う
。
犯
人
は
逃
亡
中
だ
が

心
無
い
事
件
が
多
過
ぎ
る
。

　

２
２
日
朝
９
時
（
ブ
ラ
ジ

リ
ア
時
間
）
よ
り
、
ロ
シ
ア

の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル

グ
で
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
の
伯
国
代

表
（
セ
レ
ソ
ン
）
第
２
戦
、

対
コ
ス
タ
リ
カ
戦
が
行
わ
れ

る
。

　

セ
レ
ソ
ン
は
、
１
７
日
に

行
わ
れ
た
初
戦
の
対
ス
イ
ス

戦
を
１
対
１
で
引
き
分
け
、

Ｗ
杯
の
初
戦
と
し
て
は
１
０

大
会
、
４
０
年
ぶ
り
に
勝
利

を
逃
し
た
。
優
勝
以
外
は
全

く
賞
賛
さ
れ
な
い
セ
レ
ソ
ン

だ
け
に
、
一
次
リ
ー
グ
を
突

破
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
す
る
た
め
に
も
、
是

非
勝
利
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

初
戦
で
ま
さ
か
の
引
き
分

け
勝
ち
点
１
に
終
わ
っ
て
か

ら
の
セ
レ
ソ
ン
は
、
第
２
戦

ま
で
の
４
日
間
で
、
王
者
ら

し
か
ら
ぬ
動
揺
を
見
せ
た
。

　
「
ス
イ
ス
の
同
点
ゴ
ー
ル

の
前
に
反
則
が
あ
っ
た
」
と

意
見
書
を
出
す
も
、「
判
定

は
正
当
で
、
審
判
同
士
の
会

話
記
録
の
公
開
も
拒
否
」
と

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
）
に
は
す
げ
な
く
断
ら

れ
、
１
９
日
に
ネ
イ
マ
ー
ル

が
右
足
首
の
痛
み
を
訴
え
て

練
習
を
途
中
で
切
り
上
げ
る

と
、
伯
国
全
マ
ス
コ
ミ
は
騒

然
と
な
っ
た
。

　

幸
い
に
も
ネ
イ
マ
ー
ル
は

２
０
、２
１
両
日
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
全
て
こ
な
し
た
。

と
は
い
え
、
２
月
末
の
負
傷

後
、
３
カ
月
以
上
ぶ
り
の
実

戦
復
帰
か
ら
、
ま
だ
４
試
合

目
。
調
子
は
完
全
と
は
言
え

ず
、
ス
イ
ス
に
合
計
１
０
回

も
フ
ァ
ー
ル
さ
れ
た
の
と
同

様
の
厳
し
い
マ
ー
ク
が
、
第

２
戦
で
も
予
想
さ
れ
る
。

　

２
２
日
午
後
３
時
か
ら

は
、
同
じ
Ｅ
組
の
セ
ル
ビ
ア

対
ス
イ
ス
戦
も
行
わ
れ
る
。

セ
レ
ソ
ン
に
と
っ
て
は
コ
ス

タ
リ
カ
に
勝
つ
事
が
第
一
だ

が
、
一
次
リ
ー
グ
を
首
位
で

突
破
す
る
た
め
に
、
セ
ル
ビ

ア
対
ス
イ
ス
戦
が
引
き
分
け

に
終
わ
る
こ
と
も
願
い
た
い

と
こ
ろ
だ
。

　

高
等
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）

特
別
法
廷
は
２
０
日
、「
州

知
事
と
各
州
の
会
計
監
査
局

監
査
官
は
、
い
か
な
る
場
合

も
（
地
裁
な
ど
に
送
ら
れ
る

こ
と
な
く
）
Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
の
み

裁
か
れ
る
」
と
の
法
的
特
権

（
Ｆ
Ｐ
）
の
適
用
条
件
を
狭

め
、「
州
知
事
と
各
州
会
計

監
査
局
監
査
官
は
、
任
期
中

に
犯
し
た
、
職
責
と
関
わ
り

の
あ
る
犯
罪
に
対
す
る
嫌
疑

で
の
み
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
裁
か
れ

る
」
と
決
定
し
た
と
、
２
１

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

５
月
１
６
日
に
マ
ウ
ロ
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
判
事
が
、
あ
る
会

計
監
査
局
監
査
官
の
裁
判
で
、

「
被
疑
者
が
連
邦
直
轄
区
議

会
議
員
時
代
だ
っ
た
と
き
の

嫌
疑
で
、
一
審
担
当
裁
判
所

扱
い
が
妥
当
で
は
？
」
と
の

意
義
申
し
立
て
を
行
っ
た
こ

と
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
の
議
論
が

始
ま
っ
た
。
こ
の
決
定
に
よ

り
、
そ
の
裁
判
も
一
審
裁
行

き
が
決
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
決
定
か
ら

１
０
分
と
経
た
な
い
内
に
、

「
任
期
外
の
犯
罪
の
嫌
疑
で

あ
る
」
と
し
て
、
ル
イ
ス
・

サ
ロ
モ
ン
Ｓ
Ｔ
Ｊ
判
事
が
パ

ラ
イ
バ
州
の
地
裁
扱
い
と
し

た
、
リ
カ
ル
ド
・
コ
ウ
チ
ー

ニ
ョ
同
州
知
事
（
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
を
巡
る
裁
判
で
、

弁
護
側
が
行
っ
て
い
た
控
訴

も
棄
却
さ
れ
た
。

　

現
在
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
は
、
捜

査
、
刑
事
裁
判
、
労
働
争
議

を
含
め
て
、
州
知
事
に
関
わ

る
案
件
が
６
４
件
、
各
州
会

計
監
査
局
監
査
官
に
関
わ
る

案
件
が
５
０
件
扱
わ
れ
て
い

る
。
２
０
日
の
決
定
に
よ
り
、

Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
判
決
が
出
る
直
前

の
刑
事
裁
判
以
外
は
、
個
別

に
検
討
さ
れ
、
い
く
つ
か
は

地
裁
な
ど
に
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ

Ｔ
Ｊ
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
。

　

以
前
は
、「
上
下
両
院
の

連
邦
議
員
と
閣
僚
は
連
邦
最

高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
で
の
み
裁

か
れ
、
州
知
事
や
各
州
の
会

計
監
査
局
監
査
官
は
Ｓ
Ｔ
Ｊ

の
み
で
裁
か
れ
る
」
と
い
う

Ｆ
Ｐ
が
存
在
し
た
。

　

し
か
し
、
５
月
に
Ｓ
Ｔ
Ｆ

大
法
廷
が
、
上
下
両
院
議
員

の
特
権
を
「
任
期
中
の
犯
罪

に
関
す
る
嫌
疑
で
、
職
責
に

関
わ
る
犯
罪
の
み
」
に
制
限

し
、
今
月
１
２
日
に
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｆ
第
１
小
法
廷
が
閣
僚
の

Ｆ
Ｐ
も
同
じ
扱
い
と
し
た
。

そ
の
制
限
を
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
扱
い

の
特
権
に
も
適
用
し
た
の
が

今
回
の
判
決
だ
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
し
か
裁
か
れ
な

い
特
権
は
、
州
知
事
、
会
計

監
査
局
監
査
官
の
他
、
２
審

以
上
を
担
当
す
る
判
事
な
ど

に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

判
事
に
も
同
様
の
適
用
条
件

変
更
を
行
う
か
否
か
は
、
別

の
審
理
で
決
定
さ
れ
る
。

　
【
既
報
関
連
】
中
銀
が

１
９
、２
０
日
に
行
わ
れ
た

通
貨
政
策
委
員
会
（
Ｃ
ｏ
ｐ

ｏ
ｍ
）
で
、
経
済
基
本
金

利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
を
年
６
・

５
％
に
据
え
置
く
事
を
決
め

た
と
、
２
０
、２
１
日
付
伯

字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

中
銀
は
１
６
年
１
０
月
よ

り
、
利
下
げ
に
舵
を
切
り
、

今
年
３
月
ま
で
、
１
２
会
合

連
続
で
政
策
金
利
引
き
下
げ

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

１
６
年
１
０
月
ま
で
は
年
利

１
４
・
２
５
％
だ
っ
た
Ｓ
ｅ

ｌ
ｉ
ｃ
は
、
今
年
３
月
に
は

半
分
以
下
の
年
利
６
・
５
％

ま
で
下
が
っ
た
。

　

５
月
の
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
で
は

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
は
６
・
５
％
の

ま
ま
据
え
置
か
れ
、
今
月
も

据
え
置
き
と
な
っ
た
。

　

現
在
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
は
、
レ

ア
ル
プ
ラ
ン
採
用
後
、
最
低

水
準
に
落
ち
て
い
る
。
中

銀
は
景
気
浮
揚
効
果
を
狙
う

時
は
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
を
引
き
下

げ
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
効
果
を

狙
う
時
は
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
を
引

き
上
げ
る
が
、
今
回
は
、
前

回
の
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
後
に
発
生

し
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
や
、
米

国
の
利
上
げ
の
影
響
で
ド
ル

高
レ
ア
ル
安
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
、
中
銀
の
判
断
に
影

響
す
る
の
で
は
と
の
声
も
出

て
い
た
。

　

一
部
で
は
「
米
ド
ル
に
流

れ
る
投
資
資
金
を
伯
国
レ
ア

ル
に
引
き
止
め
る
た
め
、
伯

国
も
金
利
を
引
き
上
げ
る
の

で
は
？
」
と
の
観
測
も
出
て

い
た
が
、
イ
ラ
ン
・
ゴ
ー
ル

ド
フ
ァ
ジ
ン
中
銀
総
裁
は
否

定
的
で
、
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
の
決

定
も
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
と

な
っ
た
。

　

中
銀
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト

に
よ
る
価
格
の
上
昇
や
ド
ル

急
騰
は
一
時
的
な
も
の
で
、

次
第
に
収
束
す
る
と
見
て
お

り
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
を
引
き
上

げ
て
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ

と
よ
り
も
、
期
待
通
り
に
回

復
し
て
こ
な
い
景
気
を
刺
激

す
る
た
め
の
低
金
利
継
続
を

優
先
選
択
し
た
よ
う
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月21日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7677  R$
買　3.7659  R$

円相場
売　0.0343  R$
買　0.0343  R$

解決長引く運送料金表問題
　

最
高
裁
の
ル
イ
ス
・
フ
ク

ス
判
事
が
取
り
仕
切
っ
た
公

聴
会
は
２
０
日
に
行
わ
れ
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
や
運
送
会

社
、
そ
の
他
の
業
界
の
代
表

ら
が
集
っ
た
。

　

２
１
日
付
伯
字
紙
に
よ
る

と
、
公
聴
会
で
は
、
最
低
料

金
表
か
参
考
料
金
表
か
の
論

議
も
含
め
、
腹
を
割
っ
た
話

し
合
い
が
さ
れ
た
よ
う
だ
。

運
転
手
側
は
最
低
料
金
表
を

求
め
て
い
る
が
、
全
国
工
業

連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
が
参
考
料

金
に
止
め
る
事
を
提
案
、
ブ

ラ
ジ
ル
農
牧
連
合（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

コ
ス
タ
リ
カ
戦
に
挑
む
セ
レ
ソ
ン

初
戦
ド
ロ
ー
の
シ
ョッ
ク
払
拭
か
？

最
高
裁
判
決
の
影
響
受
け
る

最 高 裁

警
察
に
も
司
法
取
引
認
め
る

（２）２０１８年 第５０２４号 ６月 ２２日 （金曜日）

ロシアＷ杯

２
会
合
連
続
６
・５
％
据
え
置
き

「
ス
ト
の
影
響
は
収
束
」と
分
析

Ｓｅｌｉｃ



２
５
年
度
、
人
手
不
足
深
刻

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
を
項

目
別
に
そ
れ
ぞ
れ
尋
ね
た
と

こ
ろ
「
精
神
的
な
暴
力
」
は

約
５
３
％
、「
身
体
的
な
暴

力
」
は
約
４
５
％
、「
セ
ク

ハ
ラ
」
は
約
４
８
％
が
経
験

が
あ
る
と
答
え
た
。
過
去
１

年
間
で
は
い
ず
れ
も
３
割
前

後
が
経
験
し
て
い
た
。

　

特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
精
神
的
な
暴
力
で
「
大

声
で
怒
鳴
ら
れ
た
」「
能
力

が
な
い
と
言
わ
れ
、
傷
つ
い

た
」「
脅
さ
れ
た
」
の
順
に

多
か
っ
た
。
身
体
的
な
暴
力

で
は
「
殴
ら
れ
た
」
や
「
刃

物
を
見
せ
ら
れ
た
」
と
い
っ

た
回
答
が
あ
り
、
セ
ク
ハ
ラ

で
は
「
体
を
触
ら
れ
た
」
や

「
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
流
さ

れ
た
り
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見

え
る
よ
う
に
置
か
れ
た
り
さ

れ
た
」
が
例
と
し
て
挙
が
っ

た
。
暴
力
を
受
け
た
看
護
師

は
約
９
７
％
が
上
司
や
同
僚

に
相
談
し
て
い
た
。

　

管
理
者
は
５
５
８
０
人
の

う
ち
４
割
弱
が
回
答
。
全
体

　
【
共
同
】
団
塊
の
世
代
が
全
員
７
５
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
度
に
、
必
要
と

さ
れ
る
介
護
職
員
数
に
対
し
確
保
で
き
る
見
込
み
数
の
割
合
（
充
足
率
）
は
、
都

道
府
県
に
よ
る
地
域
差
が
大
き
い
こ
と
が
２
１
日
、
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
基
づ

く
分
析
で
判
明
し
た
。
最
も
低
い
の
は
福
島
、
千
葉
の
７
４
・１
％
で
、
必
要
な
職

員
数
の
４
分
の
３
に
届
か
な
い
見
通
し
。
充
足
率
が
最
も
高
い
山
梨
の
９
６
・６
％

と
２
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。
全
国
平
均
は
８
６
・２
％
。
１
０
０
％
確

保
で
き
る
と
し
た
都
道
府
県
は
な
か
っ
た
。

「
充
足
」
７
割
台
の
県
も

る
人
が
増
え
る
中
、
訪
問
看

護
師
の
役
割
は
拡
大
。
し
か

し
、
複
数
の
職
員
が
い
る
病

院
内
と
異
な
り
、
訪
問
看
護

は
１
人
で
利
用
者
宅
に
行
く

リ
ス
ク
が
あ
り
、
専
門
家
は

「
安
全
対
策
が
必
要
」
と
指

摘
。
協
会
は
予
防
策
や
対
応

を
ま
と
め
た
本
を
作
る
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

２
〜
３
月
に
協
会
に
加
盟

す
る
事
業
者
の
看
護
師
と
管

理
者
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
っ
て
調
査
。
看
護
師

は
１
万
１
１
６
０
人
の
う
ち

約
３
割
が
回
答
し
た
。

　
【
共
同
】
訪
問
看
護
師
が

利
用
者
や
家
族
か
ら
受
け
る

暴
力
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
看
護
師
を
派
遣
す
る

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
の
団
体
「
全
国
訪
問
看

護
事
業
協
会
」（
東
京
）
が

初
の
大
規
模
な
全
国
調
査
を

し
た
結
果
、
回
答
者
の
約
半

数
が
訪
問
先
で
心
身
の
暴
力

や
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
経
験

が
あ
る
こ
と
が
２
１
日
、
分

か
っ
た
。

　

超
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行

が
進
み
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
の
看
護
や
介
護
を
希
望
す

中
間
選
挙
で
「
勝
ち
ま
く
る
」

利
用
者
や
家
族
か
ら
被
害

国
で
約
３
３
万
７
千
人
が
不

足
す
る
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護

施
設
職
員
の
平
均
給
与
（
賞

与
込
み
）
は
月
２
６
万
７
千

円
で
、
全
産
業
平
均
よ
り

１
０
万
円
以
上
低
い
。
厚

労
省
は
処
遇
改
善
の
ほ
か
、

人
手
不
足
に
備
え
て
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
や
情
報
通
信
技
術

て
い
る
が
、言
行
不
一
致
だ
。

本
音
が
出
た
」
と
し
た
。

　

立
民
な
ど
の
野
党
は
７
月

２
２
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
国

会
で
、
首
相
出
席
の
集
中

審
議
と
加
計
学
園
理
事
長
の

加
計
孝
太
郎
氏
の
証
人
喚
問

を
要
求
。
与
党
が
応
じ
な
け

れ
ば
、
国
会
の
日
程
協
議
に

応
じ
な
い
構
え
を
見
せ
て
い

る
。

　

河
村
氏
は
、首
相
が
「（
野

党
は
）
お
手
柔
ら
か
に
。
も

う
集
中
審
議
は
勘
弁
し
て
ほ

し
い
」
と
漏
ら
し
た
と
紹
介

し
て
い
た
。
２
１
日
に
な
っ

て
「
首
相
か
ら
そ
う
い
う
言

い
方
は
一
切
な
か
っ
た
」
と

述
べ
た
。

介護職員確保に地域差大
　

担
い
手
が
適
切
に
確
保
で

き
な
い
と
、
地
域
に
よ
っ
て
は

高
齢
者
が
十
分
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
恐
れ

も
あ
る
。
介
護
職
員
は
低

賃
金
や
重
労
働
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
も

深
刻
な
人
手
不
足
が
避
け
ら

れ
な
い
。
厚
労
省
は
「
高
齢

化
が
進
ん
で
介
護
ニ
ー
ズ
が

増
え
、
職
員
は
さ
ら
に
必
要
。

処
遇
改
善
な
ど
総
合
的
な
対

策
で
人
材
を
確
保
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

職
員
不
足
を
単
に
人
数

ベ
ー
ス
で
見
る
と
人
口
規
模

の
大
き
い
首
都
圏
な
ど
が
上

位
と
な
る
が
、
介
護
の
需
要

と
供
給
の
開
き
を
把
握
す
る

た
め
、
都
道
府
県
の
報
告
を

基
に
充
足
率
を
比
較
し
た
。

　

福
島
、
千
葉
に
次
い
で
低

い
の
は
京
都
（
７
９
・３
％
）、

沖
縄
（
７
９
・
４
％
）、
兵
庫

（
８
１
・
２
％
）
な
ど
の
順
。

福
島
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
職
員

確
保
が
追
い
つ
か
ず
、
千
葉

の
よ
う
な
大
都
市
部
で
は
他

の
産
業
と
人
材
の
奪
い
合
い

に
な
る
の
が
主
な
要
因
と
み

ら
れ
る
。

　

充
足
率
が
高
い
の
は
山
梨

を
筆
頭
に
、
佐
賀
（
９
５ 

・

７
％
）、島
根（
９
４
・４
％
）、

鹿
児
島
と
熊
本
（
い
ず
れ
も

９
４
・１
％
）
が
続
い
た
。

　

１
６
年
度
時
点
の
介
護

職
員
は
全
国
で
約
１
９
０
万

人
。
厚
労
省
の
推
計
で
は
、

２
５
年
度
に
は
約
５
５
万
人

増
の
約
２
４
５
万
人
が
必
要

で
、
対
策
を
急
が
な
い
と
全

ト
ラ
ン
プ
氏
、
米
朝
会
談
誇
示

木
梨
さ
ん
、
ロ

ン
ド
ン
で
個
展

　
【
共
同
】
出
版
社
の
秋

田
書
店
（
東
京
都
）
は
、

１
９
７
２
年
に
始
ま
っ
た
水

島
新
司
さ
ん
（
７
９
）
の
人

気
野
球
漫
画
「
ド
カ
ベ
ン
」

が
完
結
す
る
と
２
１
日
、
発

表
し
た
。
同
社
発
行
の
週
刊

少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
連
載

中
の
シ
リ
ー
ズ
最
終
章
「
ド

リ
ー
ム
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
編
」

が
２
８
日
発
売
号
で
終
了
、

高
校
野
球
か
ら
プ
ロ
へ
と
舞

台
を
移
し
、
４
６
年
余
り
続

い
た
傑
作
に
幕
が
下
り
る
。

　

同
誌
編
集
部
は
「
プ
ロ
野

訪
問
看
護
師
、
セ
ク
ハ
ラ
も

心
身
の
暴
力
、
半
数
経
験

的
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
認
識
が
明
確

で
、
約
７
割
は
暴
力
の
リ
ス

ク
が
高
い
場
合
に
２
人
以
上

で
訪
問
し
た
り
、
管
理
者
が

職
員
と
面
談
す
る
体
制
を
整

え
た
り
し
て
い
た
。

　

一
部
の
事
業
者
で
は
被
害

の
後
に
利
用
契
約
を
解
除
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、「
具

体
的
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。

　

調
査
を
担
当
し
た
関
西
医

科
大
の
三
木
明
子
教
授
（
精

神
看
護
学
）
は
「
小
さ
な
事

業
者
で
は
（
ト
ラ
ブ
ル
に
）

対
応
し
き
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
大
き
な
規
模
で
組
織

的
に
安
全
対
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

教
団
幹
部
聞
き
取
り
拡
大
検
討

オ
ウ
ム
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

る
と
発
表
し
た
。

　

米
政
権
は
不
寛
容
政
策
に

基
づ
き
、
親
子
が
不
法
入
国

し
た
場
合
、
親
を
刑
事
手
続

き
の
た
め
拘
束
し
、
刑
事
責

任
を
問
わ
な
い
子
ど
も
は
別

の
施
設
に
収
容
。
５
月
初
旬

か
ら
の
１
カ
月
間
で
約
２
千

人
の
子
ど
も
が
親
か
ら
引
き

離
さ
れ
、
人
権
侵
害
と
の
批

る
刑
事
裁
判
終
結
を
受
け
、

ま
だ
接
触
し
て
い
な
い
元
幹

部
ら
へ
の
聞
き
取
り
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
２
１
日
、

分
か
っ
た
。
元
幹
部
ら
の
証

言
が
事
件
解
明
や
テ
ロ
対
策

に
貴
重
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
新
た
な
知
見
を
得
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
と

し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
研
究
プ
ロ

　

首
相
は
２
０
日
夜
、
河
村

氏
の
ほ
か
二
階
俊
博
自
民
党

幹
事
長
や
麻
生
太
郎
副
総

理
兼
財
務
相
ら
と
東
京
・
銀

座
の
ス
テ
ー
キ
店
で
会
食
し

た
。

外
務
省
、
ド
リ

ア
ン
で
騒
動

河
野
氏
「
に
お
い
広
が
り
…
」

「（
患
者
へ
の
対
応
の
た
め
）

精
神
科
医
に
拳
銃
を
持
た
せ

て
く
れ
」
と
い
う
部
下
の
医

師
の
発
言
を
引
用
し
て
載
せ

て
い
た
こ
と
が
２
１
日
、
分

か
っ
た
。
患
者
団
体
な
ど
で

つ
く
る
「
精
神
科
医
療
の
身

体
拘
束
を
考
え
る
会
」
が
問

題
視
す
る
集
会
を
国
会
内
で

開
催
。「
日
本
の
精
神
科
医

療
の
ト
ッ
プ
が
患
者
を
危
険

な
存
在
と
差
別
し
、
許
さ
れ

な
い
」と
批
判
が
出
て
い
る
。

　

山
崎
氏
は
機
関
誌
の
「
協

会
雑
誌
」
５
月
号
の
巻
頭
言

で
、
自
身
が
理
事
長
を
務
め

る
群
馬
県
高
崎
市
の
病
院
医

師
が
朝
礼
で
話
し
た
内
容
を

「
興
味
深
か
っ
た
」
と
紹
介

し
た
。
こ
の
医
師
は
、
米
国

の
病
院
で
は
武
装
し
た
警
備

員
が
精
神
疾
患
の
患
者
を
拘

束
し
た
り
、
拳
銃
を
発
砲
し

た
り
し
て
お
り
「
欧
米
の
患

者
は
テ
ロ
実
行
犯
と
同
等
に

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
「
僕
の
意
見
は
『
精
神
科

医
に
も
拳
銃
を
持
た
せ
て
く

れ
』
と
い
う
こ
と
で
す
」
と

主
張
し
て
い
る
。

　

患
者
団
体
は
集
会
で
、
協

会
に
対
し
質
問
状
を
出
し
た

と
明
ら
か
に
し
た
。
協
会
か

ら
は
電
子
メ
ー
ル
で
「
不
快

な
思
い
を
さ
れ
た
方
が
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
気
を

付
け
た
い
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。
一
方
で
「
対
策
を
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

言
い
た
か
っ
た
。
医
療
提
供

者
も
か
け
が
え
の
な
い
人
た

ち
だ
」
と
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
ス
タ
ッ
フ

で
、
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
テ
ロ
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
官
の
結

城
秀
美
氏
（
４
５
）。
共
同

通
信
の
取
材
に
「
判
決
に
疑

義
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い

が
、
死
刑
囚
の
命
の
あ
る
限

り
、
最
大
限
の
情
報
収
集
を

す
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。

　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
米

国
の
財
団
が
支
援
。
元
米
海

軍
長
官
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ

ン
ジ
グ
氏
や
米
国
の
研
究
者

ら
が
参
加
し
て
い
る
。
テ
ロ

利
用
を
防
ぐ
た
め
に
一
部
を

伏
せ
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
に

２
度
、
成
果
を
発
表
し
た
。

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な

米
、
移
民
親
子
分
離
を
撤
回

ト
ラ
ン
プ
氏
、
批
判
受
け
転
換

山
岳
遭
難
最
多
３
１
１
１
人

１
７
年
、
半
数
が
６
０
歳
以
上

　
【
共
同
】
河
野
太
郎
外
相

は
２
１
日
、
東
京
の
外
国
大

使
館
か
ら
外
務
省
に
届
い
た

果
物
の
ド
リ
ア
ン
の
独
特
な

に
お
い
が
大
臣
室
か
ら
省
内

に
広
が
り
「
ガ
ス
漏
れ
か
と

騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

ツ
イ
ー
ト
し
た
。
河
野
氏
は

ド
リ
ア
ン
を
好
物
に
し
て
お
り

「
お
い
し
か
っ
た
」
と
つ
づ
っ

た
。

　

ど
の
大
使
館
か
ら
届
い
た

か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

河
野
氏
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

時
代
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
駐

在
し
た
経
験
が
あ
り
、
当
時

か
ら
ド
リ
ア
ン
を
好
ん
で
食

べ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。

（３） ２０１８年第５０２４号  ６月 ２２日 （金曜日）

内
外
で
強
い
批
判
に
さ
ら
さ

れ
、
方
針
転
換
し
た
。

　

米
紙
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
長
女
イ
バ
ン
カ
大
統

領
補
佐
官
の
意
見
を
聞
き
入

れ
て
方
針
転
換
を
突
然
、
決

定
し
た
。
イ
バ
ン
カ
氏
は
金

網
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
動
画
を
見
て

「
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
？
」
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対

応
を
迫
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
、
親
子
を
一
緒
に
収

容
す
る
場
所
の
詳
細
は
明
ら

か
で
な
い
な
ど
実
現
へ
の
課

題
は
多
く
、
場
当
た
り
的
な

対
応
で
問
題
が
解
決
す
る
の

か
疑
問
視
す
る
声
が
早
く
も

出
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領
令

に
署
名
後
、
中
西
部
ミ
ネ
ソ

タ
州
で
演
説
し
「
家
族
は
一

緒
に
す
る
が
、
国
境
は
強
固

に
す
る
」
と
述
べ
、
不
法
移

民
に
厳
し
い「
不
寛
容
政
策
」

の
堅
持
を
強
調
し
た
。
議
会

に
も
移
民
関
連
法
改
正
な
ど

の
対
応
を
要
求
。
ラ
イ
ア
ン

下
院
議
長
は
２
０
日
の
記
者

会
見
で
、
問
題
解
決
に
向
け

た
法
案
を
２
１
日
に
採
決
す

野
党
、
審
議
嫌
う
首
相
を
批
判

河
村
氏
は
「
勘
弁
」
発
言
訂
正

す
る
よ
う
求
め
る
大
統
領
令

に
署
名
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
親
子
分
離
は
や
む
を
得
な

い
措
置
だ
と
主
張
し
て
き
た

が
「
非
人
道
的
」
な
ど
と
国

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
、
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
環
境
整
備

に
も
取
り
組
む
が
、
実
効
性

は
未
知
数
だ
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
０

日
、
不
法
移
民
の
親
子
を

別
々
の
施
設
に
拘
束
す
る
政

策
を
撤
回
し
、
一
緒
に
収
容

聞
き
取
り
を
続
け
て
い
る
国

際
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
が
、
事
件
を
巡

判
が
高
ま
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
方
針
転
換

で
親
子
が
一
緒
に
収
容
さ
れ

て
も
、
親
の
刑
事
手
続
き

が
終
わ
る
ま
で
子
ど
も
が
長

期
間
拘
束
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
米
国
で
は
子
ど
も
は
親

と
一
緒
で
も
２
０
日
間
以
上

拘
束
す
べ
き
で
な
い
と
の
司

法
判
断
が
定
着
し
て
い
る
。

切
る
と
し
た
首
相
答
弁
と
矛

盾
す
る
と
指
摘
。「
予
算
委

開
催
を
拒
否
す
る
か
の
よ
う

で
、
と
ん
で
も
な
い
」
と
国

会
内
で
記
者
団
に
語
っ
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
共
同
代
表
は
東
京
都
内
で

街
頭
演
説
し
「
首
相
は
国

会
で
真
面
目
に
議
論
す
る
気

が
、
は
な
か
ら
な
い
。
ど
う

か
し
て
い
る
」と
非
難
し
た
。

　

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
記
者
会
見
で
「
首
相
に

は
『
勘
弁
で
な
く
、
観
念
し

て
真
実
を
語
れ
』
と
言
い
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　

希
望
の
党
の
松
沢
成
文
代

表
も
会
見
で
「
首
相
は
『
説

明
責
任
を
果
た
す
』
と
言
っ

　
【
共
同
】
野
党
各
党
は

２
１
日
、
森
友
、
加
計
学
園

問
題
を
追
及
さ
れ
る
衆
参
予

算
委
員
会
の
集
中
審
議
に
嫌

悪
感
を
示
し
た
と
さ
れ
る
安

倍
晋
三
首
相
の
姿
勢
を
一
斉

に
批
判
し
た
。
首
相
は
２
０

日
夜
、
自
民
党
幹
部
ら
と
の

会
食
で
「
も
う
勘
弁
し
て
」

と
ぼ
や
い
た
と
い
う
。た
だ
、

こ
う
し
た
内
容
を
同
夜
、
記

者
団
に
説
明
し
た
自
民
党
の

河
村
建
夫
衆
院
予
算
委
員
長

は
２
１
日
、
急
き
ょ
党
本
部

に
報
道
陣
を
集
め
、
発
言
を

訂
正
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
逢
坂
誠
二

政
調
会
長
代
理
は
、
一
連
の

不
祥
事
に
関
し
う
み
を
出
し

球
選
手
も
愛
読
す
る
国
民
的

漫
画
に
、
つ
い
に
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
の
時
が
来
た
」
と
コ

メ
ン
ト
。
最
終
回
は
巻
頭
カ

ラ
ー
を
含
め
て
計
４
０
ペ
ー

ジ
の
本
編
に
加
え
、
作
品
を

振
り
返
る
水
島
さ
ん
の
寄
稿

や
年
表
な
ど
の
記
事
も
掲
載

す
る
。

　
「
ド
カ
ベ
ン
」
は
７
２
年

４
月
に
週
刊
少
年
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
で
連
載
を
開
始
。
神
奈

川
県
の
明
訓
高
校
の
野
球
部

を
舞
台
に
、
強
肩
強
打
の
山

田
太
郎
、
悪
球
打
ち
の
岩
鬼

上
だ
っ
た
。

　

登
山
ブ
ー
ム
を
背
景
に
山

岳
遭
難
は
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
１
０
年
前
と
比
べ

遭
難
者
は
１
・７
倍
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
１
・
４
倍
に

増
え
た
。
警
察
庁
は「
知
識
、

経
験
、体
力
の
不
足
が
原
因
」

と
し
て
、
余
裕
あ
る
登
山
計

画
と
複
数
人
に
よ
る
登
山
を

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
お
笑

い
コ
ン

ビ
「

と

ん
ね
る

ず
」
の
木

梨
憲
武
さ

ん（
５
６
）

が
制
作
し

た
現
代

ア
ー
ト
の

作
品
の

展
覧
会

が
２
１

日
、
ロ
ン

ド
ン
で
始

ま
っ
た
。

２
４
日
ま

で
。
木
梨

さ
ん
は

２
０
１
５

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個

展
を
開
い
て
い
る
が
、
英

国
で
の
展
覧
会
は
初
め
て
。

　

木
梨
さ
ん
は
、
世
界
の

舞
台
で
の
個
展
に
つ
い
て

「
ひ
と
り
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
の
よ
う
。
憧
れ
て

い
た
場
所
で
個
展
を
開
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光

栄
」
と
話
し
た
。

　

会
場
は
ス
ト
リ
ー
ト
カ

ル
チ
ャ
ー
の
発
信
地
と
し

て
知
ら
れ
る
ロ
ン
ド
ン
東

部
シ
ョ
ー
デ
ィ
ッ
チ
。
手

の
ひ
ら
を
モ
チ
ー
フ
に
「
人

と
人
と
の
結
び
つ
き
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
リ
ー
チ

ア
ウ
ト
」
と
題
し
た
シ
リ
ー

ズ
の
１
５
点
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　

木
梨
さ
ん
は
１
９
９
４
年

に
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
、
パ

リ
の
セ
ー
ヌ
川
の
風
景
を

描
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
作
品

の
制
作
を
開
始
。
俳
優
、
音

楽
に
も
活
動
を
広
げ
、
マ
ル

作品の前でポーズを取る木梨憲武さん＝２０日、ロンドン（共同）

「
ド
カ
ベ
ン
」
４
６
年
で
完
結

野
球
漫
画
の
傑
作
、
２
８
日
に

「
精
神
科
医
に
拳
銃
を
」

病
院
団
体
機
関
誌
で
会
長
引
用

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
は
２
０
日
、

中
西
部
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
支
持

者
集
会
を
開
き
、
１
１
月
の

中
間
選
挙
で「
私
た
ち
は
勝
っ

て
、
勝
っ
て
、
勝
ち
ま
く
る
」

と
述
べ
、
与
党
共
和
党
が
勝

利
す
る
と
宣
言
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
北
朝
鮮

の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員

長
と
行
っ
た
史
上
初
の
米
朝

首
脳
会
談
は
「
素
晴
ら
し
い

会
談
だ
っ
た
。
完
全
な
非
核

化
だ
」
と
成
果
を
誇
示
。
金

氏
が
北
朝
鮮
を
「
偉
大
で
成

功
す
る
国
に
変
え
る
」
と
称

賛
し「
私
は
う
ま
く
付
き
合
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
良
い
こ
と

だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
自
身
の
経
済
政
策

に
よ
っ
て
「
米
企
業
は
米
国

に
戻
っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
、

企
業
が
米
国
内
で
の
生
産
や

雇
用
を
増
や
し
て
い
る
と
強

調
。「
私
た
ち
は
米
国
を
再

び
偉
大
に
す
る
」
と
決
ま
り

文
句
で
演
説
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

ミ
ネ
ソ
タ
州
で
は
ニ
ク
ソ

ン
氏
以
来
、
大
統
領
選
で
共

和
党
候
補
が
勝
利
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
２
０
１
６
年
大

統
領
選
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が

民
主
党
候
補
ク
リ
ン
ト
ン
氏

に
僅
差
ま
で
迫
り
、
州
内
の

一
部
地
域
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の
票
が
上
回
っ
た
。
ト
ラ
ン

プ
氏
は
再
選
を
狙
う
２
０
年

大
統
領
選
を
に
ら
み
、
中
間

選
挙
を
通
じ
て
支
持
層
の
拡

大
を
図
る
構
え
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
演
説
に
先

立
ち
、
下
院
選
出
馬
の
意

向
を
示
し
て
い
る
共
和
党
の

ピ
ー
ト
・
ス
タ
ウ
バ
ー
氏
が

登
壇
し
「
米
国
の
労
働
者
が

第
一
だ
」
と
述
べ
、「
米
国
第

一
」
を
看
板
政
策
と
す
る
ト

ラ
ン
プ
氏
寄
り
の
姿
勢
を
鮮

明
に
し
た
。

正
美
、
下
手
投
げ
の
里
中
智

ら
の
活
躍
を
人
間
ド
ラ
マ
に

仕
立
て
た
。
８
１
年
に
い
っ

た
ん
終
了
後「
プ
ロ
野
球
編
」

「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
編
」

な
ど
の
続
編
を
連
載
。
こ
れ

ま
で
に
単
行
本
累
計
２
０
３

巻
が
刊
行
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
に
も
な
っ
た
。

　

長
寿
漫
画
で
は
、
さ
い
と

う
・
た
か
を
さ
ん
の
「
ゴ
ル

ゴ
１
３
」
が
６
８
年
以
来
、

連
載
が
続
い
て
い
る
。「
こ

ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派

出
所
」
の
秋
本
治
さ
ん
は
一

昨
年
に
４
０
年
の
連
載
を
終

了
、
現
在
は
不
定
期
で
執
筆

し
て
い
る
。

ど
、
教
団
に
よ
る
事
件
の
刑

事
裁
判
は
今
年
１
月
に
全
て

終
結
。
教
祖
松
本
智
津
夫
死

刑
囚
（
６
３
）
ら
、
死
刑
が

確
定
し
た
１
３
人
の
執
行
時

期
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

結
城
氏
は
法
務
省
の
特

別
許
可
を
得
て
、
１
３
人

の
う
ち
元
医
師
中
川
智
正

（
５
５
）、
理
系
大
学
院
出
身

の
土
谷
正
実
（
５
３
）
と

広
瀬
健
一
（
５
４
）
の
ほ

か
、
小
池
（
旧
姓
林
）
泰

男
（
６
０
）、
早
川
紀
代
秀

（
６
８
）
の
各
死
刑
囚
と
、

面
会
や
手
紙
の
や
り
と
り
を

続
け
て
い
る
。

　

元
幹
部
ら
へ
の
聞
き
取
り

な
ど
で
、
教
団
は
漏
出
事
故

を
経
な
が
ら
も
、
実
験
室
で

相
当
量
の
サ
リ
ン
開
発
に
成

功
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。

他
に
神
経
剤
Ｖ
Ｘ
な
ど
１
０

種
類
以
上
の
化
学
兵
器
を
製

造
し
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

昨
年
２
月
に
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
北
朝
鮮
の
金
正
男
氏

が
Ｖ
Ｘ
で
殺
害
さ
れ
た
事

件
に
つ
い
て
、
教
団
で
Ｖ
Ｘ

を
使
っ
た
中
川
死
刑
囚
に
聞

い
た
。
中
川
死
刑
囚
は
Ｖ
Ｘ

の
中
毒
症
状
や
製
造
プ
ロ
セ

ス
、
取
り
扱
い
方
法
を
詳
し

く
説
明
し
た
と
い
う
。

　

結
城
氏
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

建
設
を
掲
げ
て
若
者
を
勧
誘

し
、
武
装
化
を
正
当
化
、
化

学
兵
器
使
用
に
も
手
を
染

め
た
点
で
「
イ
ス
ラ
ム
国
」

（
Ｉ
Ｓ
）
と
教
団
は
類
似
性

が
あ
る
と
指
摘
。
同
様
の
組

織
や
テ
ロ
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
「
日
本
政
府
は
オ
ウ
ム
事

件
を
徹
底
的
に
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
強
調
し
た
。

求
め
て
い
る
。

　

都
道
府
県
別
の
発
生
は
長

野
が
最
多
の
２
９
２
件
、
次

い
で
北
海
道
２
３
６
件
、
山

梨
１
６
１
件
の
順
だ
っ
た
。

　

遭
難
者
の
う
ち
負
傷
者

は
１
２
０
８
人
（
７
５
人

増
）、
無
事
救
助
は
１
５
４ 

９
人
（
７
２
人
増
）。
年

齢
別
で
は
６
０
代
が
最
も

多
い
７
４
１
人
（
全
体

の
２
３
・
８
％
）、
７
０

代
が
６
６
９
人
（
２
１
・ 

５
％
）、
５
０
代
が
４
５
５

人
（
１
４
・６
％
）
な
ど
だ
っ

た
。

　

目
的
別
で
は
登
山
が
２
２ 

２
３
人
（
７
１
・
５
％
）
と

多
く
を
占
め
、
次
い
で
山

菜
・
キ
ノ
コ
採
り
３
８
０
人

（
１
２
・
２
％
）。
遭
難
の
状

態
別
で
は
道
迷
い
１
２
５
２

人
（
４
０
・
２
％
）、
滑
落
５ 

２
４
人（
１
６
・８
％
）な
ど
。

　

遭
難
事
故
全
体
の
う
ち

２
０
０
３
件
（
７
７
・
５
％
）

で
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
手

段
を
使
っ
て
救
助
を
要
請
し

て
い
た
。

　

漁
船
の
遭
難
な
ど
を
除
く

昨
年
の
水
難
事
故
は
１
３ 

４
１
件
（
前
年
比
１
６
４
件

減
）
発
生
し
、
水
難
者
は

１
６
１
４
人
（
１
２
８
人

減
）。
死
者
・
行
方
不
明
者

は
６
７
９
人（
１
３
７
人
減
）

だ
っ
た
。

明
者
は
３
５
４
人
（
３
５
人

増
）だ
っ
た
こ
と
が
２
１
日
、

警
察
庁
の
ま
と
め
で
分
か
っ

た
。
い
ず
れ
も
統
計
が
残
る

１
９
６
１
年
以
降
で
最
多
。

遭
難
者
の
半
数
は
６
０
歳
以

　
【
共
同
】
昨
年
１
年
間
の

山
岳
遭
難
事
故
は
全
国
で

２
５
８
３
件
（
前
年
比
８
８

件
増
）
発
生
し
、
遭
難
者
は

３
１
１
１
人
（
１
８
２
人

増
）、
う
ち
死
者
・
行
方
不

神
科
病
院
協
会
」
の
山
崎
学

会
長
が
、
協
会
の
機
関
誌
に

　
【
共
同
】
全
国
の
精
神
科

病
院
で
つ
く
る
「
日
本
精

チ
タ
レ
ン
ト
ぶ
り
を
発
揮
し

て
い
る
。

　

木
梨
さ
ん
は
「
も
の
を
つ

く
っ
て
い
く
点
で
は
自
分
の

中
で
は
テ
レ
ビ
番
組
も
ア
ー

ト
も
同
じ
」
と
話
し
た
。

　

７
月
か
ら
２
０
２
０
年
に

か
け
て
大
阪
を
皮
切
り
に
日

　
【
共
同
】
オ
ウ
ム
真
理
教

の
一
連
の
事
件
で
死
刑
が
確

定
し
た
元
教
団
幹
部
ら
へ
の

本
国
内
少
な
く
と
も
１
４
カ
所
で
巡
回
展
が
開
催
さ
れ
る
。
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（５） ２０１８年第５０２４号  ６月 ２２日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO TOYOTA – 
O RITMO DO ESPAÇO
Onde: Museu de Arte Brasilei-
ra da FAAP (Rua Alagoas 903, 
Higienópolis)
De 23/06 a 02/09/2018
Horário: 2ª, 4ª, 5ª e 6ª das 10h 
às 19h – última entrada às 18h. 
Sábados, domingos e feriados 
das 10h às 18h – última entrada 
às 17h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.yutakatoyo-
ta.com 

AROMAS E SABORES
Artista Plástica Japonesa: Maki 
Ueda
Onde: Japan House São Paulo 
(Avenida Paulista 52, Piso Tér-
reo, Bela Vista)
De 05/06 a 30/09/2018
Horário: Terça a sábado das 10h 
às 22h e Domingos e feriados 
das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japanhouse.
jp/saopaulo

MUJI POP UP STORE 
Onde: Japan House São Paulo 
(Avenida Paulista 52, Piso Tér-
reo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado das 10h 
às 22h e Domingos e feriados 
das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japanhouse.
jp/saopaulo

ARTE ATUAL FESTI-
VAL – DEMONSTRA-
ÇÃO POR ABSURDO
Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(Rua Coropés 88, Pinheiros) 
De 18/05 A 01/07/2018
Horário: de 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.
br

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE
VARIAÇÃO E AUTO-
NOMIA – AS GRAVU-
RAS DE ARTISTAS 
JAPONESES CON-
TEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita em 
Todos os Estados
São Paulo
Onde: Centro Cultural São Pau-
lo (Rua Vergueiro 1000, Paraí-
so)

De 24/05 a 24/06/2018
Horário: 3ª a 6ª 10h às 20h e Sá-
bados, domingos e feriados 10h 
às 18h
Rio de Janeiro
Onde: Centro Cultural do Cor-
reio (Rua Visconde de Itaboraí 
20, Centro)
De 04/07 a 28/07/2018 
Curitiba
Onde: Museu Paranaense (Rua 
Kellers 289, Alto São Francis-
co)
De 10/08 a 02/09/2018
Manaus
Onde: Palácio da Justiça (Av. 
Eduardo Ribeiro 901, Centro)
De 18/09 a 13/10/2018
Recife
Onde: Torre Malakoff (Praça 
Artur Oscar, S/N, Recife Anti-
go)
De 01/11 a 25/11/2018

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do Chá (Estrada 
Do Chá cx 05, acesso pela Es-
trada do Nagao, km 3, Cocuera, 
Mogi das Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os domingos 
das 9h às 17h 
Durante a semana visitas mo-
nitoradas: Escolas – visitação 
gratuita; Grupos Turisticos – 
R$100,00 até 30 pessoas. Agen-
damentos 11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 e 
www.casaraodocha.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês (Par-
que do Ibirapuera – portão 10 - 
próx. ao Planetário e ao Museu 
Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sábado, 
domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e das 
13h às 17h 

EXPOSIÇÃO BANCOS 
INDÍGENAS DO BRA-
SIL
Onde: Pavilhão Japonês do Par-
que Ibirapuera – próx. ao Mu-
seuAfro e Planetário (Acesso 
no Portão 3 e 10 na Av. Pedro 
Álvares Cabral)
De 09/06 a 05/08/2018
Visitação: quarta, sábado, do-
mingo e feriado
Horário: das 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

CURSO HISTÓRIA DO 
JAPÃO – 2018
Dia 04/08/2018 – História do 
Japão 5 – Período Edo fi nal – 
abertura dos portos.
Dia 01/09/2018 – História do 
Japão 6 – Período Meiji - mo-
dernização.
Dia 06/10/2018 – História do 
Japão 7 – Períodos Taisho e 
Showa início.
Dia 10/11/2018 – História do 
Japão 8 – Segunda Guerra e 
Showa fi nal.
Dia 01/12/2018 – História do 
Japão 9 – Era Heisei até hoje.
Onde: Associação Cultural Mie 
Kenjin do Brasil (Av. Lins de 
Vasconcelos 3352, Vila Maria-
na)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00+R$3,50(-
taxa do Sympla) por aula. Ins-
crições e pagamentos até 03dias 
antes da data do curso, na secre-
taria da Associação Mie ou pelo 

PALESTRAS GRATUITAS 
DO CIATE 
JUNHO/2018 
23/06 – Sábado – 15h às 18h – Go-
dokenshukai - “Japão: Panorama 
Econõmico e a Tendência de Em-
pregabilidade de Estrangeiros e 
Yonseis.” (Palestrante: Dr Masato 
Ninomiya, Advogado, Prof.de Di-
reito da USP e Presidente do CIA-
TE) Convidados: Avance Corpora-
tion do Brasil e Fujiarte do Brasil 
– Informações sobre a situação de 
empreiteiras contratantes, exigên-
cias do idioma japonês e outras in-
formações relevantes.
26/06 – Terça-feira – 14h às 16h - 
“Workshop: Planejamento para Al-
cançar Objetivos.” (Helena Sanada 
– Coach de Autoconhecimento).
28/06 – Quinta-feira – 14h às 17h - 
“Descobrindo Talentos: Como Ob-
ter o Sucesso Profi ssional” (Marcos 
Suguiura – Psicólogo).
Onde: CIATE - Centro de Informa-
ção e Apoio ao Trabalhador Retor-
nado do Exterior (Rua São Joaquim 
381, 1º andar, Liberdade) 
Informações: 11/3207-9014

MAZINGER Z – INFINITY
Gênero: Animê
Classifi cação: 12 anos
Duração: 95 min.
Diretor: Junji Shimizu
Estréia: 07/06/2018

BUNKYO CINEMA
Data: Primeira quarta-feira útil do 
mês, às 13h (04/07/2018)
Onde: Pequeno Auditório do 
Bunkyo (Rua São Joaquim 381, Li-
berdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos (ingressos 
serão distribuídos 30 minutos antes 
de cada sessão, respeitando a or-
dem de chegada)
Informações: 11/3208-1755 e 
www.bunkyo.org.br

KARAOKE-DANCE DO 
NIKKEY CULTURAL
Onde: Iwate Kenjin do Brasil 
(Rua Tomas Gonzaga 95, Li-
berdade)
Dias 21 E 28/06/2018 (todas as 
quintas)
Horário: 8h às 16h (Serve Al-
moço)
Informações:  11/99857-3845 
com Iritsu

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade cujo 
objetivo é de proporcionar um 
ambiente familiar onde os fre-
qüentadores cantam suas músi-
cas preferidas e dançam ritmos 
como o chá chá chá , rumba, 
forro , samba e country. Todos 
os domingos Baile com Música 
ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural Tokushi-
ma Kenjin do Brasil (Av Dr An-
tonio Maria Laert 275, 100m do 
Metro Tucuruvi) 
Dias 23 e 24/06/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Domin-
gos das 8h às 18h e das 18h às 
22h Bailes com música ao vivo.
Informações: 11/99857-3845 
com Iritsu 

BAILE ÉRIKA KAWA-
HASHI
Música ao vivo com Érika 
Kawahashi e o Vocalista Is-
samu. Personal Dancers da 
Academia “Dançando na Lua”.
Onde: Associação Miyagui 
(Rua Fagundes 152, Metro São 
Joaquim)
Dia 23/06/2018
Horário: 17h30 às 22h (das 

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

     E-mail: cris_kisihara@hotmail
TEL: 11/3340-6060

EXPOSIÇÃO EVENTO

CURSO 

PALESTRA

CINEMA
17h30 às 18h – karaokê por 
meia hora)
Informações: 11/2578-3829 e 
11/99827-9925 e erika.kawa-
hashi@yahoo.com.br 

FESTA JUNINA DO NI-
PPON – ARUJA/SP
Onde: Nippon Country Club 
Ofi cial (Estrada dos Vados 260, 
Aruja/SP)
Dia 23/06/2018
Horário: 18h
Evento: Para Sócios e convida-
dos
Informações: 11/4652-0270

53º GUEINOSAI – FES-
TIVAL DE MÚSICA E 
DANÇA FOLCLÓRICA 
JAPONESA
Gran Finale: Saito Satoru Ryu-
bu Dojo (Seinen Santa Clara e 
Seinen Santo André)
Onde: Grande Auditório do 
Bunkyo (Rua São Joaquim 381, 
Liberdade)
Dias 23 e 24/06/2018
Horário: 10h
Ingresso: Entrada Gratuita (co-
labore com 1kg de alimento 
não perecível) bazar e sorteio 
de brindes
Informações: 11/3208-1755 

FINAL NACIONAL DO 
WORLD COSPLAY 
SUMMIT
Onde: Teatro FECAP (Av. Li-
berdade 532, Liberdade)
Dia 24/06/2018 
Horário: 17h
Entrada: Venda Somente Ante-
cipada www.clubedoingresso.
com ou Escritório da Yamato 
Cosplay (Rua da Glória 279, 
5ºandar) 

site culturajaponesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

CURSOS DA NIKKEY 
CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 
4andar, Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (ja-
pones, inglês e espanhol), tecla-
do, informatica para a 3ª idade e 
dança de salão. 
Informações: 11/99857-3845 
Iritsu 

CURSO DE SOOTAIHO 
Ginastica Relaxante 
Onde: Espaço Rikko-kai (Rua 
Primeiro de Janeiro 53, Prox. 
Metro Santa Cruz) 
Dia da Semana: 4ª Feira 
Horário: 9h30 às 11h30 
Capacidade: 10 alunos 
Profª Setuko Namekata Ko-
bashi 
Informações: 11/3842-3189 e 
11/97623-2216

Agenda do � m de semana





　

旭
き
ょ
く

日じ
つ

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

を
受じ

ゅ

章し
ょ
う

し

た
大お

お

竹た
け

ル
イ
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
４
０
０
点て

ん

以い

上じ
ょ
うの
設せ

っ

計け
い

を
手て

が
け
て
き
た
。
大お

お

き
な

船ふ
ね

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
聖せ

い

市し

の

「
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
ー
ク
」
が

特と
く

に
有ゆ

う

名め
い

。
記き

者し
ゃ

が
「
自じ

身し
ん

　平
へ い

成
せ い

３０（２０１８）年
ね ん

春
は る

の叙
じ ょ

勲
く ん

伝
で ん

達
た つ

・祝
しゅく

賀
が

会
か い

が２０日
か

午
ご

後
ご

３時
じ

から、在
ざ い

聖
せ い

総
そ う

領
りょう

事
じ

公
こ う

邸
て い

で行
おこな

われた。同
ど う

館
か ん

管
か ん

内
な い

に在
ざ い

住
じゅう

の４人
に ん

が対
た い

象
しょう

となり、邦
ほ う

人
じ ん

叙
じ ょ

勲
く ん

では早
は や

川
か わ

正
ま さ

雄
お

さん（９３）が旭
きょく

日
じ つ

双
そ う

光
こ う

章
しょう

、外
が い

国
こ く

人
じ ん

叙
じ ょ

勲
く ん

では大
お お

竹
た け

マサシ・ルイさん（８０、二
に

世
せ い

）が旭
きょく

日
じ つ

小
しょう

綬
じ ゅ

章
しょう

、新
し ん

宅
た く

義
よ し

美
み

さん（８０、二
に

世
せ い

）と、オズワルド・ユージ・
ナガサワさん（７２、二

に

世
せ い

）が旭
きょく

日
じ つ

単
た ん

光
こ う

章
しょう

をそれぞれ受
じ ゅ

章
しょう

した。
式
し き

典
て ん

には受
じ ゅ

章
しょう

者
し ゃ

の親
し ん

族
ぞ く

や友
ゆ う

人
じ ん

らが集
あ つ

まり、喜
よろこ

びを分
わ

かち合
あ

った。

の
作さ

く

品ひ
ん

で
最も

っ
と

も
思お

も

い
出で

深ぶ
か

い

の
は
ど
れ
か
」
と
尋た

ず

ね
る
と
、

「
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

に
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

を
つ

け
ら
れ
ま
す
か
？　

私わ
た
し

に
と

っ
て
ど
の
作さ

く

品ひ
ん

も
大た

い

切せ
つ

で
す
」

と
笑わ

ら

っ
て
返か

え

し
た
。「
日に

本ほ
ん

に

は
何な

ん

度ど

も
訪お

と
ず

れ
た
。
日に

本ほ
ん

の

近き
ん

代だ
い

建け
ん

築ち
く

は
す
ば
ら
し
い
。

日に
っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

を
強つ

よ

め
る
よ
う
な

仕し

事ご
と

を
し
た
い
ね
」
と
話は

な

し

た
。

　
　
　
　
　

◎

幾い
く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

が
あ
っ
た
と
思お

も

う
。
並な

み

々な
み

な
ら
ぬ
努ど

力り
ょ
くは
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
お
手て

本ほ
ん

。
長な

が

き
に

渡わ
た

っ
て
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
発は

っ

展て
ん

に

貢こ
う

献け
ん

し
た
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま

す
」
と
称た

た

え
た
。

　

早は
や

川か
わ

さ
ん
は
元も

と

バ
ウ
ル
ー

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うで
、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを
学が

く

年ね
ん

別べ
つ

に
す
る
な
ど
、
日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

育い
く

に
貢こ

う

献け
ん

。
記き

念ね
ん

誌し

作さ
く

成せ
い

や

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

、
ス
ポ
ー
ツ
の
普ふ

及き
ゅ
うに
も
努つ

と

め
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

で
「
自じ

分ぶ
ん

の
学が

く

歴れ
き

は

日に

本ほ
ん

で
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た

だ
け
。
し
か
し
立り

っ

派ぱ

な
先せ

ん

輩ぱ
い

た
ち
が
い
て
、
そ
の
指し

導ど
う

が

あ
っ
た
。
今い

ま

の
私わ

た
し
が
あ
る
の

は
先せ

ん

輩ぱ
い

方か
た

、
仲な

か

良よ

く
し
て
く

れ
る
友ゆ

う

人じ
ん

、
後こ

う

輩は
い

の
お
か
げ
」

と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

　

大お
お

竹た
け

さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
を

代だ
い

表ひ
ょ
うす
る
建け

ん

築ち
く

家か

の
一ひ

と

人り

。

両り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

発は
っ

展て
ん

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
地ち

位い

向こ
う

上じ
ょ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　
「
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

な

ど
を
日に

本ほ
ん

の
建た

て

物も
の

を
設せ

っ

計け
い

し
、

ブ
ラ
ジ
ル
文ぶ

ん

化か

を
日に

本ほ
ん

に
持も

ち
込こ

ん
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

活か
つ

動ど
う

が
主お

も

だ
が
、
日に

本ほ
ん

か
ら

評ひ
ょ
う

価か

し
て
も
ら
え
た
こ
と
は

嬉う
れ

し
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

新し
ん

宅た
く

さ
ん
は
マ
リ
リ
ア
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
初し

ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
同ど

う

地ち

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
や
ス
ポ
ー
ツ
活か

つ

動ど
う

を
推す

い

進し
ん

。

ま
た
養よ

う

鶏け
い

農の
う

家か

の
連れ

ん

携け
い

強き
ょ
う

化か

と
技ぎ

術じ
ゅ
つ

向こ
う

上じ
ょ
うに
努つ

と

め
、
養よ

う

鶏け
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

の
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

会か
い

（
西に

し

尾お

ロ

ベ
ル
ト
委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
は
、
１
３

日に
ち

、
同ど

う

館か
ん

改か
い

修し
ゅ
うプ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
説せ

つ

明め
い

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
同ど

う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
求も

と

め
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

に
行お

こ

な
わ
れ
、
２
５
の
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
う、
団だ

ん

体た
い

な
ど
か
ら
３
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

。
現げ

ん

在ざ
い

工こ
う

事じ

中ち
ゅ
うの
８

階か
い

は
、
眞ま

子こ

さ
ま
の
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
あ
わ
せ
て
公こ

う

開か
い

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

　

山や
ま

下し
た

リ
ジ
ア
副ふ

く

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

同ど
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設せ

っ

計け
い

を

担た
ん

当と
う

し
た
ミ
ナ
・
モ
ン
タ
ジ

ェ
ン
社し

ゃ

の
井い

の

上う
い

ジ
ョ
ア
ン
さ

ん
ら
が
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

の
説せ

つ

明め
い

を

行お
こ

な
い
、
７
階か

い

と
８
階か

い

を
案あ

ん

内な
い

し
た
。

　

改か
い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

は
、
４
段だ

ん

階か
い

で

行お
こ

な
わ
れ
、
ま
ず
８
階か

い

の
改か

い

業ぎ
ょ
う

発は
っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　

小
し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
と
き
日に

っ

伯ぱ
く

が
国こ

っ

交こ
う

を
断だ

ん

絶ぜ
つ

し
、
各か

く

地ち

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

が
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
た
。
マ

リ
リ
ア
も
例れ

い

に
漏も

れ
ず
日に

本ほ
ん

語ご

指し

導ど
う

を
禁き

ん

止し

さ
せ
れ
た

が
、
夜よ

中な
か

、
大

お
と
な

人
た
ち
が
こ

っ
そ
り
と
教お

し

え
た
。「
公

お
お
や
けの
場ば

で
日に

本ほ
ん

語ご

を
使し

用よ
う

し
て
、
た

く
さ
ん
の
ひ
と
が
逮た

い

捕ほ

さ
れ

た
。
そ
れ
で
も
親お

や

や
兄あ

に

た
ち

に
は
日に

本ほ
ん

語ご

を
絶た

や
し
て
は

い
け
な
い
と
の
強つ

よ

い
思お

も

い
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
私わ

た
し
だ
け
が
も
ら

っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
言い

い

な
が
ら
愛い

と

お
し
そ
う
に
胸む

ね

の

勲く
ん

章し
ょ
うを
な
で
た
。

　

ナ
ガ
サ
ワ
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ

ル
戸と

田だ

建け
ん

設せ
つ

の
取と

り

締し
ま
り

役や
く

と
し

修し
ゅ
う、
次つ

ぎ

に
９
階か

い

の
改か

い

修し
ゅ
うと
７

階か
い

入い

り
口ぐ

ち

整せ
い

備び

、
続つ

づ

い
て
７

階か
い
か
い改
修し

ゅ
う、
最さ

い

後ご

に
３
階か

い

事じ

務む

所し
ょ

の
改か

い

修し
ゅ
うな
ど
が
行お

こ

な
わ
れ

る
見み

通と
お

し
だ
。

　

伯は
く

ト
ヨ
タ
社し

ゃ

の
下し

も

村む
ら

セ
ウ

ソ
副ふ

く

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、「
私わ

た
し

も
こ
こ
に
来く

る
度た

び

に
祖そ

先せ
ん

に
思お

も

い
を
馳は

せ

て
い
る
。
ト
ヨ
タ
も
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
、
日に

デ
・
ペ
ン
テ
ア
ー
ド
伯は

く

美び

術
じ
ゅ
つ

館か
ん

（
Ｍ
Ａ
Ｂ-

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
、

R
u

a A
lag

o
as, 9

0
3

, 
H

igien
óp

olis

）
で
２
３

日に
ち

か
ら
９
月が

つ

２
日か

ま
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。ヘッ
ヂ・

ド
ー
ル
・
サ
ン
・
ル
イ
ス
病

び
ょ
う

来
らい

社
しゃ

した豊
とよ

田
た

さん

院い
ん

が
後こ

う

援え
ん

。

　

１
９
６
５
年ね

ん

～
２
０
１
８

年ね
ん

ま
で
の
作さ

く

品ひ
ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
、

「
豊と

よ

田た

さ
ん
の
人じ

ん

生せ
い

が
凝

ぎ
ょ
う

縮
し
ゅ
く

さ
れ
た
世せ

界か
い

」
の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

と

な
る
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
デ

ニ
ー
ゼ
・
マ
タ
ー
ル
さ
ん
が

に
も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
呼よ

び
か
け
、
作さ

く

品ひ
ん

８
０
点て

ん

以い

上じ
ょ
うを
ま
と
め
た

ほ
か
、
豊と

よ

田た

さ
ん
が
「
ま
さ

に
大た

い

作さ
く

」
と
語か

た

る
未み

発は
っ

表ぴ
ょ
うの

新し
ん

作さ
く

も
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

２
３
日に

ち

午ご
ご後
３
時じ

か
ら

開
会

か
い
か
い

式し
き

、
カ
ク
テ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行お

こ
な

わ
れ
る
。
展て

ん

示じ

期き

間か
ん

中ち
ゅ
うは
講こ

う

演え
ん

会か
い

や
展て

ん

示じ

作さ
く

品ひ
ん

ツ
ア
ー
な
ど
も
予よ

定て
い

さ
れ

て
い
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
豊と

よ

田た

さ
ん
は
「
お
そ
ら
く
作さ

っ

家か

　
【
リ
オ
共

き
ょ
う

同ど
う

】
ブ
ラ
ジ
ル
の

最さ
い

大だ
い

都と

市し

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
昨さ

く

年ね
ん

１
月が

つ

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

が
２

人り

組ぐ
み

に
銃じ

ゅ
う

で
撃う

た
れ
殺さ

つ

害が
い

さ

れ
た
事じ

件け
ん

で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

は
１
９
日に

ち

、
強ご

う

盗と
う

殺さ
つ

人じ
ん

の
罪つ

み

に
問と

わ
れ
た
男お

と
こ

１
人り

に
禁き

ん

錮こ

２
３
年ね

ん

４
月が

つ

の
判は

ん

決け
つ

を
言い

い
渡わ

た

し
た
。
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が

２
１
日に

ち

、
明あ

き

ら
か
に
し
た
。

地じ

元も
と

メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

と
、
も
う
１
人り

の
男お

と
こ

は
無む

罪ざ
い

だ
っ
た
。

　

事じ

件け
ん

で
は
愛あ

い

知ち

県け
ん

豊と
よ

川か
わ

市し

の
工こ

う

具ぐ

メ
ー
カ
ー
「
オ
ー
エ

ス
ジ
ー
」
の
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

本ほ
ん

間ま

裕
ゆ
た
か

さ
ん
＝
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

、
当と

う

時じ

（
４
２
）
＝
が
金き

ん

融ゆ
う

機き

関か
ん

を
出で

て
車く

る
ま

に
乗の

っ
て
い
た
際さ

い

、

バ
イ
ク
の
２
人り

組ぐ
み

に
窓ま

ど

を
開あ

け
る
よ
う
求も

と

め
ら
れ
、
拒き

ょ

否ひ

す
る
と
銃じ

ゅ
う
で
撃う

た
れ
た
。

　

２
人り

組ぐ
み

は
現げ

ん

場ば

か
ら
逃と

う

走そ
う

。
当と

う

局き
ょ
くは
そ
の
後ご

２
人り

を

拘こ
う

束そ
く

。
所し

ょ

持じ

し
て
い
た
銃じ

ゅ
う

を

鑑か
ん

定て
い

し
た
結け

っ

果か

、
事じ

件け
ん

で
使し

用よ
う

さ
れ
た
も
の
と
断だ

ん

定て
い

、
起き

訴そ

し
た
。

　

聖せ
い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

ビ
ル
の
喫き

っ

茶さ

店て
ん

カ
フ
ェ
「
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

」

（R
u

a Sao Joaq
u

im
, 

3
81, L

ib
erd

ad
e

）
が

２
４
日か

、
Ｗ

ワ
ー
ル
ド

杯カ
ッ
プ

日に

本ほ
ん

代だ
い

表
ひ
ょ
う

第だ
い

２
戦せ

ん

（
対た

い

セ
ネ
ガ
ル
）
観か

ん

戦せ
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

す
る
。
第だ

い

２
戦せ

ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
時じ

間か
ん

の
正

し
ょ
う

午ご

か

ら
。
向む

か
い
の
レ
ス
ト
ラ
ン

喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

の
料

り
ょ
う

理り

人に
ん

が
手て

が

け
る
同ど

う

カ
フ
ェ
の
ポ
ケ
丼ど

ん

（
ハ
ワ
イ
風ふ

う

海か
い

鮮せ
ん

丼ど
ん

）
や
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
牛

ぎ
ゅ
う

丼ど
ん

な
ど
美お

味い

し
い
と
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

。
ま
た
、
日に

本ほ
ん

で
デ
ザ
ー
ト
作づ

く

り
を
学ま

な

ん

だ
ア
リ
サ
さ
ん
が
作つ

く

る
日ひ

替が

わ
り
の
デ
ザ
ー
ト
も
絶ぜ

っ

品ぴ
ん

。

お
昼ひ

る

ご
飯は

ん

を
楽た

の

し
む
つ
い
で

に
応お

う

援え
ん

に
行い

っ
て
み
て
は
？

な
お
同ど

う

時じ

間か
ん

に
は
パ
ウ
リ
ス

タ
大お

お

通ど
お

り
の
ジ
ャ
パ
ン･

ハ

ウ
ス
で
も
観か

ん

戦せ
ん

会か
い

が
行お

こ
な

わ
れ

る
。
さ
て
、
ど
っ
ち
に
い

く
？
！

「
日に

本ほ
ん

で
評ひ

ょ
う

価か

さ
れ
嬉う

れ

し
い
」

移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
発は

っ

展て
ん

、
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
強き

ょ
う

化か

本ほ
ん

移い

民み
ん

と
の
繋つ

な

が
り
を
も
と

に
一い

っ

緒し
ょ

に
働は

た
ら

い
て
い
き
た

い
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支し

援え
ん

す
る
理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
バ
ン
ク
の
木き

の

下し
た

誠ま
こ
と

頭と
う

取ど
り

は
「
史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
歴れ

き

史し

を
振ふ

り
返か

え

る
場ば

所し
ょ

で
あ

り
、
私

わ
た
し

達た
ち

も
時じ

間か
ん

が
あ
れ
ば

出し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

者し
ゃ

を
こ
こ
に
案あ

ん

内な
い

す

る
。
今こ

ん

後ご

、
本ほ

ん

社し
ゃ

に
も
説せ

つ

明め
い

し
、
私

わ
た
し

達た
ち

も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い
く

過か

去こ

作さ
く

品ひ
ん

か
ら
未み

発は
っ

表ぴ
ょ
う

の
新し

ん

作さ
く

ま
で

豊と
よ

田た

さ
ん
個こ

展て
ん

、
２
３
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

日に
っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
う

家か

な
ど
１
１
人に

ん

を
紹し

ょ
う

介か
い

ポ
語ご

雑ざ
っ

誌し

が
１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
特と

く

集し
ゅ
う

予よ

定て
い

だ
」
と
意い

向こ
う

を
語か

た

っ
た
。

　

説せ
つ

明め
い

会か
い

後ご

は
、
９
階か

い

で
カ

ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な

り
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
歓か

ん

談だ
ん

を
楽た

の

し
ん
だ
。
ａ
ｚ
ｂ
ｉ
ｌ
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

の
根ね

岸ぎ
し

誠ま
こ
と

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

（
５
４
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
は
本ほ

ん

説せ
つ

明め
い

会か
い

で
１
０
回か

い

目め

の
史し

料り
ょ
う

館か
ん

訪ほ
う

問も
ん

と
な
っ
た
。
７
階か

い

の
初し

ょ

期き

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
家か

屋お
く

展て
ん

示じ

に
特と

く

に
関か

ん

心し
ん

を
示し

め

し
、「
両

り
ょ
う

親し
ん

か
ら
聞き

い
て
い
た
移い

民み
ん

の

話は
な
しを
思お

も

い
出だ

す
」
と
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

　

史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
つ
い
て
は
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
歴れ

き

史し

を
感か

ん

じ
る
。

残の
こ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
だ
が
、
支し

援え
ん

に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
検

け
ん
と

討う

し
て

い
き
た
い
」
と
の
考か

ん
が

え
を
語か

た

っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
誌し

「
ペ
ケ
ー
ナ

ス
・
エ
ン
プ
レ
ー
ザ
ス
＆
グ

ラ
ン
デ
ス
・
ネ
ゴ
ー
シ
オ
ス
」

（
グ
ロ
ー
ボ
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

）
の
６
月が

つ

号ご
う

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、
２
９
ペ
ー
ジ

も
の
特と

く

集し
ゅ
う『
伝で

ん

統と
う

か
ら
生し

ょ
う

じ

る
革か

く

新し
ん

』
が
組く

ま
れ
た
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

の
ほ
か
、
各か

く

分ぶ
ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

す
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

へ

の
取し

ゅ

材ざ
い

を
掲け

い

載さ
い

。
背せ

表び
ょ
う

紙し

に

は
、
カ
タ
カ
ナ
で
雑ざ

っ

誌し

タ
イ

ト
ル
や
目も

く

次じ

が
記き

載さ
い

さ
れ
て

い
る
。

　

表
ひ
ょ
う

紙し

を
飾か

ざ

っ
た
の
は
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
風ふ

呂ろ

敷し
き

ス
ト
ア
を
展て

ん

開か
い

す
る
深ふ

か

田だ

新あ
ら

垣が
き

サ
ン
ド
ラ
さ
ん
。
深ふ

か

田だ

さ

ん
の
他ほ

か

、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

公こ
う

式し
き

グ
ッ
ズ
を
手て

が
け
た
ア
パ
レ

ル
・
メ
ー
カ
ー
の
Ｙ
Ｋ
Ｚ
社し

ゃ

の
横よ

こ

溝み
ぞ

ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
や
料

り
ょ
う

理り

人に
ん

の
坂さ

か

本も
と

淳じ
ゅ
ん

さ
ん
な
ど
、

各か
く

分ぶ
ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

す
る
日に

っ

系け
い

子し

弟て
い

１
１
人に

ん

が
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

の
写し

ゃ

真し
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
両

り
ょ
う

親し
ん

と
の
思お

も

い

出で

や
教

き
ょ
う

育い
く

、
起き

業ぎ
ょ
うま
で
の
道み

ち

の
り
、
現げ

ん

在ざ
い

の
事じ

業ぎ
ょ
うに
つ
い

て
語か

た

っ
て
い
る
。

（７） ２０１８年第５０２４号 	 ６月	２２日	（金曜日）

約や
く

３
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

、
館か

ん

内な
い

見け
ん

学が
く

も

企き

業ぎ
ょ
う

に
改か

い

修し
ゅ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説せ

つ

明め
い

会か
い

移
い

民
みん

史
し

料
りょう

館
かん

（左
ひだり

から）ナガサワさん、早
はや

川
かわ

さん、大
おお

竹
たけ

さん、新
しん

宅
たく

さん

８階
かい

で説
せつ

明
めい

する山
やま

下
した

副
ふく

委
い

員
いん

長
ちょう

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

春は

る

の
叙じ

ょ

勲く

ん

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

で
４
人に

ん

に
栄え

い

誉よ

邦ほ
う

人じ
ん

殺さ
つ

害が
い

で
禁き

ん

錮こ

２
３
年ね

ん

４
月が

つ

聖せ
い
市し

の
裁さ
い
判ば
ん
所し
ょ
で
判は
ん
決け
つ

ペ
ケ
ー
ナ
ス
・
エ
ン
プ
レ
ー
ザ
ス
＆
グ
ラ
ン
デ
ス
・
ネ
ゴ
ー

シ
オ
ス
の
６
月が

つ

号ご
う

背せ

表び
ょ
う紙し

人じ
ん

生せ
い

最さ
い

後ご

の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

に
な
る

か
も
。
今い

ま

ま
で
の
個こ

展て
ん

の
中な

か

で
も
大お

お

き
な
も
の
な
の
で
、

是ぜ

非ひ

来き

て
欲ほ

し
い
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

同ど
う

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

の
開か

い

館か
ん

時じ

間か
ん

は

平へ
い

日じ
つ

（
火か

曜よ
う

休き
ゅ
う

館か
ん

）
が
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

７
時じ

、
土ど

日に
ち

祝し
ゅ
く

日じ
つ

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら

午ご

後ご

６
時じ

ま
で
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うは
閉へ

い

館か
ん

の
１
時じ

間か
ん

前ま
え

ま
で
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
（
１
１
・
３
６ 

６
２
・７
１
８
９
）
ま
で
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

化か

の

豊と
よ

田た

豊ゆ
た
かさ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
個こ

展て
ん

『
豊と

よ

田た

豊ゆ
た
か 

― 
O

 R
itm

o do Espaço

（
空く

う

間か
ん

律り
つ

動ど
う

）』
が
、
聖せ

い

市し

の

ア
ル
マ
ン
ド
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
・

　

両
り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
うの
後あ

と

、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

か
ら
勲く

ん

記き

と
勲く

ん

章し
ょ
うの
伝で

ん

達た
つ

が
行お

こ

な
わ
れ
た
。

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
各か

く

氏し

の
功こ

う

績せ
き

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、「
こ
こ
に
至い

た

る
ま
で
に

て
、
進し

ん

出し
ゅ
つ

日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
うに
ビ
ジ

ネ
ス
環か

ん

境き
ょ
うに
つ
い
て
情

じ
ょ
う

報ほ
う

提て
い

供き
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
た
。「
日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
うに

限か
ぎ

ら
ず
、
関か

ん

係け
い

の
あ
る
欧お

う

米べ
い

の
企き

業ぎ
ょ
うに
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
き
た
。
４
４
年ね

ん

間か
ん

、
少す

こ

し
で
も
事じ

業ぎ
ょ
う

展て
ん

開か
い

に
貢こ

う

献け
ん

で

き
れ
ば
と
思お

も
っ
て
働は

た
らい
て
い
た

だ
け
。
ま
さ
か
栄え

い

誉よ

あ
る
勲く

ん

章し
ょ
うを
も
ら
え
る
と
思お

も
っ
て
い
な

か
っ
た
」
と
話は

な

し
た
。

　

ま
た
同ど

う

日じ
つ

夜よ
る

に
は
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

主し
ゅ

催さ
い

の
叙じ

ょ

勲く
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が

文ぶ
ん

協き
ょ
うで
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
特と

く

集し
ゅ
うペ
ー
ジ
外が

い

に

も
聖せ

い

市し

で
車く

る
ま

や
バ
イ
ク
の
カ

ス
タ
ム
工こ

う

場じ
ょ
う「
シ
ブ
ヤ
・
ガ

レ
ー
ジ
」
を
営い

と
な

む
デ
グ
チ
・

テ
イ
ジ
さ
ん
の
記き

事じ

も
。

　

興
き
ょ
う

味み

が
あ
る
方か

た

は
、
お
近ち

か

く
の
書し

ょ

店て
ん

や
バ
ン
カ
ま
で
。

ポ
語ご

、
１
５
レ
。

豊と
よ

田た

さ
ん
の
作さ

く

品ひ
ん

の
収

し
ゅ
う

集し
ゅ
う

家か
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